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例会記録

〇
子
規
忌
法
要並
び
に
九
月
例会
(第
六
三
二
回
)

平
成
七
年
九
月
十
九
日
(火)
正宗寺本堂参
加 

六
十
六
名

墓
前
祭
 

子
規
埋
髮
塔
前 

法

要
 

本 

堂 

記
念
講
演

「子
規
と国

—

」
 

講師和田茂樹氏

〇
十
月
例会

(第
六
三
三
回
)

平
成
七
年
十
月
十
九
日
(木)
正宗寺出席四十 

三
名

講
演
「長
谷
部
菊
圃
女
の
俳
句
に
つ
い
て
」

小松町伊藤隆志氏

018̂

予
支
部会

平
成
七
年
十I

月
十
四
日
(火)
出席二十五名 

自
彊舎
記
念会
館
(新
居
浜
市
元
塚
)

講
演
「子
規
と
漱
石
I

俳
句
の
開
眼
」

会長和
田茂
樹氏

0
+1

月
例会

(第
六
三
四
回
)

平
成
七
年
十
一
月
十
九
日
(
日)
正宗寺出席二十 

九
名

講
演
「碧
梧
桐
.
井
泉
水
の
短
詩
精
神
」

「井
泉
」
主
宰
木曽
 

聡

氏

例会予告

0

二
月
例会
(第
六
三
七
回
)

平
成
八
年
二
月
十
九
日(0

¢
} 

正
宗
寺 

講
演
「ク
子
規
を
考
え
る
一
日々
」
を読
ん
で

会員和
田重
作氏

0

三
月
例会

(第
六
三
八
回
)

平
成
八
年
三
月
十
九
日
(火)
正宗寺 

講
演
「子
規
ほ
か
文
人
た
ち
と
久
万
」

会

員
和
田
 

正
氏

の
年
次総
会
な
ら
び
に
四
月
例会
ハ
第
六
三
九
回
)

会
場
子
規
記
念
博
物
館 

期
日
そ
の
他
は
未
定。



第
九
十
四
回
子
規
忌
法
要

(九
月
例会

)

九
月
十
九
日
(火)
十二時三十分 

正
宗
寺
本
堂 

参
会
者
六
十
六
名

理
会

導員

墓
前
祭
子
規
埋
髮
塔
前 

本法要本堂

司会
 

副会

長 

開
式
の
こ
と
ば 

副会

長 

読
 

経
 

献

詠
披
講

子
規
遣
作
朗
詠

漢 

詩
会

員
 

短 

歌会
 

員 

俳
句
(辞
世
三
句
)
会
 

員 

尺
八
(伴 

奏
)
会
 

員 

焼
 

香 

会

長
 

遣
族
代
表

浦
屋
 

薫

氏 

浦
屋
 

薫

氏 

田中義
晃師
 

筒井

 

寛氏
 

小原伸
記氏

玉田
宝山氏
 

永田麗
扇氏
 

松本松
吉氏
 

桐間龍
芳氏
 

和田茂
樹氏
 

佐伯徹
也氏
 

来

賓
.

有
志
.
役
員

挨
 

拶
 

会

長
 

閉
式
の
こ
と
ば 

副会

長

記
念
講
演
「子
規
と国
際
化
」

講 

師

記念
撮影

供物
御
礼 

金一封会員 
糸

瓜
.鶏

頭 

監 

事 

菓 

子西宮 

菓 

子 
会

員
 

菓 

子道

 

後 

糸
瓜
水(一瓶
) 

会
 

員 

紫
苑
花
(
一束) 

会
 

員 

右、
厚
く
御礼
申
し
上
げ
ま
す。

献
 

詠 

表
ま
で
書
き
足
す
葉
書
獺
祭
忌

和田茂
樹氏
 

浦屋

 

薫氏

和田茂
樹氏

山本耕一路様 

三井

 

清様
 

古賀
蔵人
様 

石丸律
子
様 

玉 

泉 

堂
様 

客野

 

錦
様 

永田茂
子
様

浅海
好
美

一 1 一



形
ょ
き
瓢箪
生
り
て
獺
祭
忌 

糸
瓜
忌
や
集
へ
る
人
の
恙
な
く 

糸
瓜
忌
と
思
ふ
深
空
に
風
立
ち
し 

つ
く
づ
く
と
子
規
思
ふ
日
の
つ
く
ぼ
ふ
し 

俳
人
の
永
久
の
語
り
の瀬
祭
忌 

年毎
の写
真
に傯
ふ
子
規
忌
か
な 

パ
ッ
ト
持
つ
勇
姿
し
の
ば
る
子
規
忌
か
な 

句
を学
ぶ
老
い
の
幸
せ
獺
祭
忌 

の
ぼ
さ
ん
と
漱
石
の声
漱
祭
忌 

在
り
し
日
の
机
に
筆
硯
子
規
忌
か
な 

夢
に
見
し
月
の
都
の
子
規
忌
か
な 

大
い
な
る
子
規
の
絶
句
の
身
に
し
み
る 

子
規
祀
る
街
中
に
し
て
聖
の
地 

雲
の
中
ボー
ル
を捜
す
子
規
忌
か
な 

子
規
が
子
規
ま
ん
じ
ゅ
ぅ
食
べ
る
雲
の
中 

独
庄
方
言
千
句
詞
，
文学
史乗
思
想
垂 

刳

^
勉強
常
机
跡 

I

身
^
屈
此
瘡
痍

石丸律子 

泉
田
伊
都
子 

片
上
ゆ
か
り 

小原伸記 
菊川意九 

橘 

里風 

玉井貞子 
筒井梨栄 

土居桂子 

平松好乃 

別府錦水 

保
木
口
美
代 

光宗京子 
山
本
耕
一
路 

山
本
耕I

路

崽

川
城
山
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子規と
国際化⑴

黯

六
十
一
年
、
子
規
記
今
震
館
で
は
開
館
五
周
年
記
今
！一
打
事
と
し
て、 

霉

の国

聚
と
松
山
」
と
題
し
、
大
岡
信

.

1
 時
彦
-
佐
藤
和
夫
-
ド 

ナ
ル
ド.
キー
ン
講
師
四
人
の
講
演
と
座
^
^
を
催
し
、
松
山
に
^
^
風
を
鼓 

吹
し
た
。

そ
の
日
本
語
版
と
蓋

2
版
と
は
と
も
に
刊
行
さ
れ
、
広

备
読

さ
れ
 

て
い
る
。

爾来

十
年
、
ム
商
は
焦
点
を
子
規
に
あ
て
、

「子
規
と国

際
化
」
と
し
、
子 

規
の欧
^
^化
の
受
容
か
ら
—

.
昇
華
へ
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と 

と
し
た
。

111

〕欧
米
文
化
の
受
容

⑴
松
山
中学
校
に
お
け
る
英
語
の
授
業

子
規
は
明
治
十
三
年
三
月
一
日
豊
松
山
中学

校
に
入学

(八
級
)
七
月
の 

期
末
大
試験

を
受
け
た
。
そ
の
成
績
表
に
よ
れ
ば
、
小
試験

英
書読

方
.
英 

1
*1

答
.
漢
書読

方.
漢
書
問
答.数
学
.
文
章
の-
^科
で
、総

計
ニ
〇
〇 

点
に
な
る
よ
ぅ
、̂4：

に
配
分
し
て
い
る
。^
年
で1

し
た̂
6

の̂

 

書
を
順
にあ
げ
よ
ぅ
。

明
治
十
三
年
七
月
大
試験(八
級)

蓋

2

誘
方
パー

レー

万国

史

和 

田
茂
樹

英
語
問
答
ゥ
ィ
ル
ソ
ン
第
一
象
第
二
リー
ド
ル 

明
治
十
四
年
二
月
大
試験(第
-
一̂
^
-
七
級)

英
1
 耽
方
ス
エ
ル 

1

¢

英
書
問
答
パー

レー

万国

史 

ビ
ネ
ラ
文
法 

ク
エ
ッ
ケ
ン
ボ
ス小
米国
史 

明
治
十
四
年
五
晨
時
大
試験
窜
ニ
年
前
期.
六
級)

英
文
講読 

チ
ト
レ
ル 

万国
史 

地
文
問
答 

コ
ル
ネ
ル 

天
然
地学
 

明
治
十
五
年
二
月
大
試験
窜
ニ
^

^
 
,五
級)

英
文
講！
^

ス
チ
ュ
デ
ン
ト国̂
史 

物
理0
ロ
ク
ェ
ッ
ケ
ン
ボ
ス物
理学
 

生
理
問
答ハ
チ
ソ
ン
 

生
理
申

明
治
十
六
年
二
月(第
四
年翦
.
馨
二
級)

修
舞
漢
文
、
英
語
、
代数
、
幾
何
、歴
史
、
生
理
、
化学
、経
済
、 

1̂
1
1

 

、
十
課
目
名
の
み
)

こ
の8

^
^

改変
が
あ
り
、
高
1

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

三
級
'

級
の霄

名
不
明
だ
が
、
日
本
史

.国

語
は
な
く
、
另
国

名 

「采
国
^
!

「仏
国
史
」
を
は
じ
め
、
地
文学
.
物
理学

-
生
理学

な
ど
原 - 3  一



書
で学

ん
で
い
る
。
1
识
で
^

学̂
ー

校
、
原
書
で
@

，
動
物
，3
^
な
ど

鬓

を
し
た
と
り
っ
。(弱

1

1

〕

明
治
十
六
年
六
月
、
靈
は
松
山
寒
を
中
退
し
上
京
。
須
田
董
ロ
に
入
り
、 

十
具
立̂
^に転
入
し'0

1
^清

に
パー

レー

の
「万国
史
」
を
^
^だ
。

明
治
十
七
！^、
萎
8
の̂
:
不
足
を
案
じ
、
進
文
^
^
で
坪内

逍遥

に
「 

ユ
ニ
オ
ン1郝
本
第
四
」
を学

ん
で
い
る
。

⑵
大学
予
備
門
.
第
一
高
等
中学
校
時
代
の教
科
書.教
養
書 

明
治
十
七
年
九
月
大
^N

1
門
第
四
級
に
入学
し
た
が
、
喜
び条

の
同 

十
八
年
七
月
に
は
1

で1

し
た
。

明
治
十
七
年
の教

諭
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
擎
の
限

^

^
 

先
生
の厳
し
さ
は
漱
石
の
同
級
生
ら

'
^
^
し
て
お
り
、̂
8
0|3
で
出
題
し
解
答 

蠢
語
で
要
求
し
、黒

板

の

前

で

も^

品
5

ロ、
3

〈何
故/.
一̂
?
繰
返
えし
、
も
ぅ
一医

とせ
か
さ
れ
、立
ち 

4

を
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
子
規
の学
級
も
一
二
二
人
中
、
八
禱
六 

六
人、̂

<
0
¢
…

九
人
、
欠
八
人
。
子
規
は
平
均
点
七
〇
点
だ
っ
た
が
、
篇
 

三
ニ.
五
点、
地
文学

五
五
.
五
点
で
原
級
に
と
ど
ま
っ
た
。
翌
年
は
日
本
語 

で
解
答
で
き
る
先
生
と
な
り
、
首
尾
ょ
く
進
級
し
た
し
、
晩
年
病
床
で
は厳

し 

い薫
陶
に
感
謝
し
て
い
る
。
盈
^

一
:

日)

明
治
十
八
年
九
月(予
？¢8¢

四
級)
、
翌
十
九
年
一
月
三
十
日
に
は
、
同郷
 

の
秋
山真

之.清

水
則
遠、
井

¢
5
¢

政
と
、
岩
手
の関

甲
子
郎
、
水戸

の
菊
池 

謙
ニ
郎
、
紀
州
の
神
谷
豊
太
郎
と
七
人
で
「七変
人

—

」
を
編
み
、
相
互
に 

人
物
評
を
な
し
て
ま
と
め
、
端
艇

.

|

な
ど
遊戯

競
べ
の
中
に
^
1

」
番

付
が
あ
る
。
大関

東
は
菊
池
、
西
は
秋
山
、
正
岡
は
東
の関

脇
と

1

。
ベ- 

ス
ボ ー
 
ル
が
ま
だ
普
及
し
て
 
い
な
い 喷
訳

語 
^
'
ら
し
く
、
 

運
動
競
技
と
し 

て
も
逸
早
く
着
眼
し
た
と
ぃ
ぇ
ょ
ぅ
。

转

山

麵

4
子
規
こ)

明
治
十
九
年
九尽

第
一
高
^
学̂

校
(予
科
第
三
級
、
名^
^

^
ニ
級) 

^
後
職
員録

中
に
「教

諭
」

「外国
教

師
」
な
ど並
記、

英
語 

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
、
ウ
イ
リ
ヤム、
ス
ト
レ
ン
ジ
英国
 

英
語 

ウ
イ
リ
ヤム、
ド
ウ
グ
ラ
ス
、
コ
ッ
ク
ス

 

英国
 

の
二
人
で
、
明
治
二
十
一
年
頃
ス
ト
レ
ン
ジ
は
死
亡
、
二
十
ニ
年
九
月
(本
科 

一
部
第
二
年)
に
は
ス
ト
レ
ン
ジ
の
後
任
はム
ル
ド
ッ
クか。

英
語 

ウ
イ
リ
ヤ
ム
、

ド
ウグ
ラ
ス、
コ
ッ
ク
ス

 

英国

英
語
擧 

ジ广

ム
ス
、
ム
ル
ド
ッ
ク
 

英国

英
語 

ウ
イ
リ
ヤ
ム、
ア
エ
ル
ス

 

加
奈
陀国
 

三
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

「文
部
纂
十
三
年
報
」
に
よ
れ
ば、
こ
れ
よ
り
前
、
明
治
十
八
年
七
月
コ 

ッ
ク
ス(英
語学
)

は
九
月
よ
り
、
ス
ト
レ
ン
ジ
(英
語
^

は
十
月
よ
り 

一
年
間
雇̂
^

と
あ
り
、
一
年
に
限
ら
ず、
ず
っ
と
雇
用
さ
れ
て
い
た
と
い 

え
よ
ぅ
。
そ
の
授
業
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

「子
規
！

@
1
¢

目録
」

〈

齧
鑒
淺黠

漫
中
に
コ
ッ
ク
ス
の
著
書
が
ぁ
る
。

0
8
、8 

11116̂
10 

浦囀
^
)

1*116 ？

 11ロ011

>
1
2 
04 I一一!6

?1
1

0 
印一一¢115 1

1
^1

1
8

1
1

0
0

0
^

2 .11011

？
311686  8  11X18 ^

？ 
3ユ
1

0̂
，〇〇3 〇 

頻
離
-
!;
:̂部17

布
)

？
良

2

霄
 

蜃
8
5

2
ど
があ
り
、着
任
前
に既

に
前
者
は「コ
ッ
ク
ス
の
修辞
学
」
、
後
者
は
「

一  4 -



日
交
重
用
の
修
擊
と
蓋
3
構
成
の
原
理
」
と
し
て
ニ
冊
菩
、
こ
れ
を 

^

に応
じ
て
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

十
九
緩
、
子
規
摄
友击
保
三
郎
の来

訪
を
受
け
、
ス
ベ
ン
サー

の
哲 

1

を
聞
き
、
翌
二
十
年
秋
「ス
ベ
ン
サー
の
文体
論
」
を読

ん
で
反
論
し
よ 

ぅ
と
試
み
た
が
、

「心
カ
^1

8」

が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

806110

5
-
8 1'一一一:①

。！！！！̂
^

^
，̂

:

(靡
？
^

65 

薈
 

&

2
5

が.
「1

」
中
に
あ
り
、
子
規
は
た
マ 

最8
！̂

 

ノ
文
章
ハ
最
良
ノ
文
章
ナ
リ 

は
あ
く
ま
で
信
用
し
、
ホー

ト
レー
氏

("V
V
111； 6

1
6
7

〕
の
如
く、

「人
ハ
言 

語
以
外
の1?

#

を
自
立
薄
す
る
を
快
と
す
る
者
也
」
か
「短
文
ニ
余
意
を
含 

め
た
る
技
術
の
巧
な
る
を
喜
ぶ
」
と
答
え
る
か
、
明
治
二
十
三
年
三
月
に
は
な 

お
畺
霧
中
で
さ
ま
よ
，っ
て
い
た
。

(「「̂
^

一̂
一一一

」
)

子
規
の—

擇
の
ノー
ト
は数

十
冊
あ
っ
た
よ
ぅ
だ
が
、
二
十
七
冊
を
「 

子̂

#
1
3」

と
し
て
、
天
理図

に
！̂

、
そ
の
講
誇
容
の
部
分
を
除

き、
紀
行.
書
目
-
馨

-雑
録

な
ど
を
字
規
集
第
二
十ー

肇
稿
ノー

ト
」
に抜
粋
し
、概

ね
！

^

順
に
配
列
し
て
い
る
。

ノ 
—

ト
①
は
「表
題
」2〇1
0卬

に
明
治
十
八
年
の
連
句
，
和
歌
，

5~|
〇̂
1
1
1̂ 

(
日齄
は
七
月
三
日
の
霖
記
事
、
最
初
の
英
文
三
行
。

'
^110161一一  一 >"€

§
6 86 
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^
^
班々̂
!!
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^
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1
1
1
1
0
1̂， 

？6

3

4

0

|~！
6
， 

I

 

3
.1
0
..

有
名
な
デ
カ
ル
ト
の
「我
思
う
、
故
に
我
あ
り
」
と
質
ギ
へ
の
道
を
一
！̂

し 

て
い
る
。
ノー

ト
表
題
は
〔
〕内
に
、訳

語
は

1
;
)内

に
。

〔予
科
第
二
級
〕

ノ ー
ト©
〔
0
0
0

 
日 

〕18
〜
20
年
(幾一一 !̂

)

④ 

内
題〔

№
0
?1
1
7

 

4
13*
7
*
0
2
〕20
〜
21
年学

物
理学
)

⑤ 

内
題〔

I
1
1
5
0
1
1
0

日6 

〕20
〜
21
年
(三
角
法
)

〔予
科
第
一
級
〕

〔本
科ー

馨
1

5

⑦ 

！；
；？

一一 7

£.
2

〕21
〜
22泻

容
に翻
訳
(和
文.
英
客
三
編
が
あ
る
。 

4
1
1
6

 

81； 01

^

ミ
8一一

巨
3 

(舜
ノ
話
)
中国
ノ
攀
行
話

"
一 ?!1

6
1
>6
8
1
2
0
1
1
1
0

 
ロ 

1一一 6 〇
7
6
7供

匿
 

0
3
1
3

(大
江
山
ノ
鬼
退
治
談
)

:8116 

8

 ¢
,0
1
7 

0叫
0ー
民2
6
1
1
8，。
(
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
)

〔
珊
皿
〕

名
！！ 6

1
1
1
-
8

 

1
1
1
8
1， 8

7

2，1
1
1
^
^

？：0
1
1
1
8
7
2

 茬

3 畫

⑧ 

〔
1
1
:3
1
1
8
1
6一 ;1〇

〇

〕
以
〜
ぬ
年(翻
訳
)

8
2
的

目

6
1
1
2

；
1
0
0
8

&
^¢>. 1

0)

〔ザ
ン
ネ
ン
キ
ノ
ス
ケ

)

8 8
1
1
6

 
4
0 
目
的 

1*1一一
1
0
8
0

^

^

バ
？̂
)
(

若
き
哲学

者) 

8
2
6
4
6
1 ？

1
6
1

,
3
〈
い
ら
い
ら
す
る
な)

「学
科
課
程
表
」
に
「第

I

外国

語
、
講読
、翻
訳
、

4

羅
、
作
文
」
と
あ 

り、
⑧
⑦
は翻
訳.
作
文
に
該当

す
る
と
獲
し
た
。

⑧
の
(翻
6

は、
物
語
，
哲学1
藷
な
ど
、
英
文
の翻
訳

を
課
題
と
し 

た
も
の
であ
ろ
ぅ
か。
⑦
の
「物
理学
」
の
ノー

ト
に
中国

の
孝
行
談
.
日
本 

の
鬼
退
治.
％

の
昔
話、継

母
に
虐
待
さ
れ
る
が
魔
法
の
協
力
や
靴
の縁
で 

王
妃
と
な
る
話
！
こ
れ
は
日
中欧

の
昔
話
を

^
?

し
て
の
英
作
文
の
課
題
。

@

で翻
訳

の
試
み
。@
で
英
文
で
の̂
：カ
、
表
記
カ
を
試
み
さ
せ
た
と
見
ら 

れ
な
い
だ
ろ
ぅ
か
。
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子
規
と
し
て
は、
す
で
に
明
治
二
十
年
十
一
月

(予
科
第
一
級
)
で
大
谷
是 

空
と
互
い
に
「コ
ド
ル
ヒ
ン
」
の訳

文
を
試
み
批
評
し
あ
い
、
是
空
は
出
版
ま 

で
企画
し
た
が、
思
い
と
ど
ま
っ
た
。

1
0
*1

に、

0
0

0-
0
1*0
1
1
1
1
1
(
蚪
噃
^/」
ノ
器
锻
棚|||
8
 滟
珊
)

十
二
月
二
十
五
日
試験
：
^

後
、
演説
会
、̂
!
ベー

ス
ボー

ル
大会
、
タ 

劃
級
の
寄
這
星
一
同
今
金
に
雯
ロ
し
つ
福
引
」
.。
遠
藤
氏
は
「幽霊
」
、 

開
け
ば黒
ィ
ン
キ
壺
ニ
個
、
陰気

と
い
ぅ
し
ゃ
れ
、
子
規
は

「 %

施
と
樹
勘
」
、 

女-
^と
蛙
(土
器)
、
最
も
面
白
き
は
「雲
大
臣
の
夜会
」
、
半
紙
一
枚

と
ゴ
ム
球、
こ
れ
は
「フ
ア
ン
シー
、
ボ

—

ル」
(仮

^
1

：

踏
八3
の
—

と 

い
い、
英
語
が
巧
み
に転

用
さ
れ
て
い
た
。

(
な
^
,

1̂

明
治
一
一
十
一
馨
、
子
規
は
1

詩

「%
鳥茜

詩翻
8

」
と
し
て 

面
白
や
春
た
ち
か
へ
る
 

の
こ
す总
を 

我
宿
と
と
び
か
ふ
な
れ
ば
 

佐
保姫

の
音
つ
れ伝

ふ 

使
な
る
ら
ん
 

(¢¢11

稿
「竹
乃
里
歌
」

子
規
の—

の
新
：

¢
6

は、
馨
か
ら
始
ま
っ
た
。(五
聯
略)

夏
季
休—

か、
英国

小説
家
と
日
本
-

^家
と
を
比
較
し
、
ス
コ
ツ
ト
は 

馬
琴
に
同
じ
く
、歴

史
小説

を
主
と
し
、
リ
ッ
ト
ン
は
春
水
に
似
て
情
を写
す 

皇
と
す
と
。
(
『「̂

^
^
一

 
編)

翌
ニ
十
二
年
、
墨
の
『妹
と
墓
』
の叙
辞

中
に
疆

を挿

入
す
る
は
日 

本
に
て
は
始
め
て
で
珍
ら
し
く
、
西
洋
で
も
ス
コ
ッ
ト
の
小説

に
は
議
論
な
く
、 

リ
ツ
ト
ン
の-
^
に
は
あ
り
と
議
し(透
—

)
、
リ
ツ
ト
ン
よ
り
ゾ
ラ 

の為

字
ろ
春
水
に
似
た
り
と
記
し
た
が
、
〔
上
欄
自
注
〕
に
リ
ツ
ト
ン
も
ゾ
ラ 

も
春
水
に
似
ず
と
訂
正
し
て
い
る
。ラ
と
春
水」)

十
月
七
日(旧
九
月
十
三
日)新
^

風
に
伴
わ
れ
、
五
百
木
飄
亭
が
初
め 

て
子
規
を
訪
問
、
子
規
は
ゾ
ラ
の
英訳

の

^

を読

ん
で
い
て
、
頻
り
に
小説
 

談
を
し
て
い
る
。
〔讀
長
の
欠
び

」
) 

1̂111

中
に
、

I 
づ 8,11110 6 

〔3
3̂、」
ノ
繫
骐
 

名
—

X 3

1
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11161121 

〔
11
^

ド'!
一
目 

2
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N
1

的一一け 

3.11

^

一
§

0
3

1

的 

(11.!:. 

卜71 
ぎ 

1851)

4
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け 3,11 <
1
1̂
11111 

(
1!.!! 

111116 2
0
1
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1889)
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1

3
.

@00116 201與
1888 .}

「湖
上
の美-<

1

「ア
ィ
ヴ
ァ
ン
ホー
」

 

ス
コ
ッ
ト 

「リ
エ
ン
ツ
ィ
」
「夜
と
朝
」

 

リ
ッ
ト
ン 

「̂
1̂

と
不
健
康
？
」

「ナ
ナ
」

 

ゾ
ラ

ノ ー
卜
⑧
「I ，〇5

一〇 

&
？ 87011010

的7

0吖
？
<¢
—
0深 
3
日
こ

(
—
喵
ヶ
^
^
^ズ
^
兮
^
^職
—

^

賺̂
颂
)

⑩

〔̂
1
1
1
6
1
8
,1
0

 

的7 
し

⑪
〔
な
し
〕
明
治
二
士
一
年
四
月
三
日
「水戸

紀
行
」
の
草

搞
 

六
日
ァ
メ
リ
ヵ
の
波
打
ち
ょ
す
る
^
哉

疆
明
羹
題
集
」
四
冊(
写
)

「明
治
五
百
題
」
ニ
冊 

0
0̂
6
*8

 

11116,1*10
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6
1
1
1
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4
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1
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0
^
3
^
1
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日
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111： 16111〇

1
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7

^

？3 
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両

書
と-
.
^
^の
一
部
を抜
粋
し
、参

考
書
目
を掲

げ
て
い
る
。

「コ
ぺ1 

の
修辞
学
」
は、

-1411

一
の
第
三
章
「8一一 6

闰
6181

二0
0

 

01-15I一一 1
6
*0一 -一

6 

4.0 
4
6
8？

6
1
1
0
8

」

か
ら
の
弓
用
と
し
、
一
部
の
誤脱
を

補
-;/

美
を
論 

ず
る
所
を
子
規
が抜

書
し
て
い
る
。
馨
の
へ

ン
リ
]

コ
ぺーは
ペ
ン
シ
ル 

ヴ
ァ
ニ
ア
大1

授
と
、
和
田
克
司
は
！
^

題
」
に
記
し
て
い
る
。
子
規
が
ノ 

1
卜
に
突
如
；^
し
て
い
る
が
、コ
ッ
ク
ス
の
1

で、
1

の
三
著
作
中
か
、 

直
^
一
義
で
聞
い
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
コ
ぺ—
の
文
¥

一

日
矣一 —

 ！ 1̂
1
0
0

 

憩
像
カ.
構
^
:
)

や、
：E6
^
7̂
巨̂
-
3
&
1
1
日
1
<̂Î
7
(

美
と
在厳
-
崇 

高
-

:̂
)
な
ど
に
羞
は
！
：
^
を
施
し
て
お
り' 子
規
の虚

子
宛
書
簡

<5

 

8

日)
中
の
文学

論
へ
展
開
し
て
ゅ
く
と
付
記
し
て
ぃ
る
。

「リー
ド
の
英
文学
」
に
は、

一；一 ！6 
811016111；

^
11181；3

1
8
7

 

(古 

代
の
吟
壽
人)
や
ぎ
1
1
1̂(
暴
.
物
西
碧)
に
(馬
琴.
^
)̂
と
付
記 

し、参

考
書
目
に
、
リー
ド
の
英
文

^
^蠢
や
ゥ
ィ
リ
一
の
中
—
学
の
ノ 

1
卜
を
あ
げ
て
お
り
、
創
作
へ
の
意図

が
感
ぜ
ら
れ
る
。

盖
が
『筆
ま
か
せ
』
「言
文
一
致
の
利
害
」

(
1
十
一
ニ既
で 

む
つ
か
し1
3
葉
を
や
め
て
俗
語
に
て
平
た
く
言
は
れ
た
し 

圓
朝
の
話
の
筆
記
の様

に
)

と
書
く
な
ど
、
講
義
や
交
！

の会

話
か
ら

一
一

^^

な
る
文
章
が
最
面
白
き 

者
な
り
」(
「数
巧
の)、
「掃货
国

語
」

「童
話
」

「昔
ま
つ
こ
」

「地
口
」

「5
1 一口」
5

字
」
に
と、
言
語
に関
し観

察
を
深
め
、
展
開
さ
せ
て
い
る
。

層
化
外
謹2」
、
古来

か
ら
の
日
本
語
、
漢
語
と
日
本
語

@|
|6、

「洋
|
巴 

約
ニ
一
〇
語
を
ぁ
げ
、
原
語
の
輸
入国

を
記
し
て
ぃ
る
。

テ
ー

ブ
ル
，
フ
ラ
ス
コ
^ガ
ラ
ス.
イ
ン
キ
，

マ
ツ
チ
.
ブ
ッ
ク
，
ハ
ン

ケ
チ参

チ
ョ
ッ
キ
磨
サ
ラ
ダ
-
キ
ャ
べ
ツ-
ラ
ム
ネ(英
)
，
シ
ャ
ボ
ン 

ご
ン
ャ
ン
パ
ン
，
シ
ャ
ッ
ポ
，
ド
ン
タ
ク

(仏
)

，
ビー

ル68)

，
力 

ス
テ
ラ0

0
}

，
ベー

ス
ボー

ル(米
)

東
洋
ダ
ン
ナ
.

ア
シ
ユ
ラ.
ブ
ツ
節)
，
カ
ボ
チ
ャ

シ̂
ャ
モ 

「填

字
」
！

で
の戯

れ
の
い
た
づ
蠢

(英
語
を
上
欄
に
改
め
る
)

II

2

110

日7

 

絵
好 

0
0
X

 

狐
狗巣
 

0011

づ61
8

 8.

ニ 0
1
1

ム
兩
聖 111

 ̂

奈
二
0
8 

1̂1

毋 

4
8

 7
0
1
1
0

日7

 

明
日
取
蚤 

8
1
2
1
1

的6 

奇 

如̂
寂
猶(
離
^
屁

好
大
層
 

0
ぼ
日13

6
1
1
3
,1
1
1

爺婆
：！：̂

81>3,111 

為

痛 

1
1
1
8

け01
7

 

火巣

鳥 

№
01181111 

王

懶

惰
0
6
1日8.11 

蛇
人 

1
5
5
0
1
>6

 

洋

喇
队

^8
1

印 

家 

5
86

0-
8
1
1ぎ
け
米̂
!:
類抜

刀
：
^
一
艺
 

絵
 

他
人
の
趣
好
も
ま
じ
え
て
、
英
語
に
適当

に
漢
字
を
と
の発

想
、
日欧
米対
 

比
し
て
の観

点
が
展
開
し
て
き
た
。

⑬

〔

” 

〇
1
1
1
1

2

1
II0
0
1
1
0

日7

〕
(政
治経
済
学)
22
年 

裏

〔0
6
0的2
1>117〕 

(地
理学
)

⑬
〔！
史
羅
馬
史
長沢

氏
述
〕22
年 

⑯〔̂
3
, 

1̂16日
&

<̂1̂1
0
8
&
A
8
1
;I0

I1
0日

7〕
(
^
^と

天
文

学
)

ニ±
一

年
二
月
五
日
第
一
高
等
中学

校

鋈
一会
(私学
)
で
正
岡
は 

《
8

 6
1
4
1
1
6
1
1

§
¢
6
3 

〔独

立独

行)
と
題
し
て
英
語
で
演説

を
し
た
。 

本
科
一
部
第
二
年(ニ
士
一
年
九
月
〜
ニ
十
三
年
七

县
 

⑬
〔羅
甸
〕
^1

ま
「|
ヨ
と
日
本
語」
)



子
規
と
漱
石
と
の
交
遊
に
つ
い
て
、

「漱

石
-̂
1
1」

月
報
限
和
十
一
年
八
月
に 

「予
屑
の
生
徒
試
業
優
劣
表
鎌
倉

#
^
」
の巻

末
雷
。

「正
岡
子
規
嘗
て
文
科
大学
に
在
り
、
一
晶
授
ゥー

ド
と
論
す
。
蓋
し
子 

規
の
文
塞
句
を
印0 
4
2ぎ
と
綴
り
た
る
を
難
ず
る
よ
り
起
る
。
ゥ

|
 

ド
難じ
て
日
く
、
何
が
故
に
羅
馬
1

会

の
規
定
に従ひ

！！

0
1
0̂
と
綴 

らざ
る
や
と
。子
規
の
主
張
す
る
所
は
、発

句
の
「
ホ
ッ
ク
」た
る
語
源 

を
示
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
な
り
。
ゥ

—
ド
大
い
に
其
不
可
を説
き
、
子
規 

奮説

を
固
守
し
て
敢
て
降
ら
ず
。
ゥー
ド
怒
る
。
語気

急
激
に
し
て
子 

規
に
通
せ
ず
。
一
^

—

激
す
。
心
あ
せ
る
ば
か
り
に
て
、
英
語
を
以
て 

其
意
を
明
に
し
が
た
し
。
席
に
夏
目
漱
石
あ
り
。
子
規
を
助
け
て横

槍
を 

入
る
。
是
に
於
て
子
震
め
て
漱
石
を
識
り
、
漱
石
亦霍

の
才
を
識
り
、 

水
魚
の
交
を
結
ん
で
今
日
に
至
る
。」
と

(活
文
壇1

1
1

1

，̂

！
^
 

中
)

御
！̂
の
面
墨
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場
面
正
に
山
嵐
、
坊
っ
ち
ゃ 

ん
以
上
の
名
組
合
せ
で
あ
ろ
ぅ
。」

 

(続
く)

(平
成
七
年
九
月
子
規
忌
)

(4
翼
)
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(資料

)秋
山真
之
が
水
野広
徳
に
寄
せ
た
手
記

子
規
の
友
人
秋
山真

之
(
一
八
七
五
〜

I

九
四
五
)
が
海
軍
の 

後
輩
水̂
徳̂

(
一
八
七
五
〜
一
九
四
五
)
に
寄
せ
た
謹
二
通 

は、
こ
の
た
び
の
『水
！
^徳
^
:
集』

送記念患

) 

に
は̂

さ
れ
ず
、
そ
の
後
の
「水
野広
徳

遣
墨
展
」

1

放 

送4+
¢

)

に
は
じ
め
て掲

載
さ
れ
た
大
切
な
^

で
あ
る
か
ら
、 

同
社
の
ご̂
^を
得
て
本
誌
に掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

秋

山
真

之
^

\
中

|〕

日本海海戦
手記

一、
水
野
の
依頼

に
よ
り
バ
ル
チ
ッ
ク
艦

^
^
三
艦
隊
の
^
^
直
後
の 

糧

【明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
八
日
】
を
書
き
送
っ
た
も
の

明
治
三
十
九
年
二
月
付

馨
先
日
御
籠
相
成
タ
ル
「̂
ポ
ガ
ト
フ
」
艦
^

当̂
時
ノ
情
況
ニ
就 

キ
別
紙
ノ
通
心覚

へ
丈
書
誌
シ
置
候
間
！

^
読
被，
下
タ
ク
候尚

不
備
ノ
点 

ハ
近々

蠢
可1
候

ニ、
一
八
於
駿
河湾
橋
立

秋
山
真

之

水
野
広
徳

殿
 

小
笠
原
大
佐
へ
宜
敷拝

鳳
聲
ヲ
乞
フ

敵
艦
隊
降
伏当
時
ノ
'
見

敵
ノ
旗
艦̂
;
 ̂
ノ
信号

ヲ掲
ゲ
ア
ル
ヲ
認
メ
長
官
ハ
直

(チ)
—発
砲
ヲ
止

メ
ラ
レ
次
二̂;吕
ニ
受
降
ノ為
(
メ)
敵
ノ
旗
艦
ニ
赴
キ
臨
機
1

^
シ
テ
！̂
成

速
-一
敵将
ヲ
伴
ヒ来

ル
べ
シ
ト
命
ゼ
ラ
ル

仍
テ
附
近
ニ

8
6̂

セ
シ̂

II

艇
(鳩
ナ
リ
シ
ト
覆
ス
)
ヲ
艦
側
ニ
呼
寄
セ

書
及
通訳

ト
シ
テ
山^<

尉
(信
次
郎)
之
ニ乗

ジ
「ニ
コ
ラ
ィ
」
一
世号

ニ
赴
ケ
リ
近(ズ
)
ク
マ
マ
ニ
敵
諸
艦
ヲ
見
レ
バ
何
レ
モ
多
小
ノ
ノ
損
傷
ナ
キ
モ

と
て

ノ
ハ
ナ
ク
特
ニ
「ァ
リ
ヨ
ル
」号

ノ
如
キ
破
孔弾

痕
甚
大
ニ
シ
テ
迪

(テ
)

モ 

醫
シ
得
べ
クト
モ見
へ
ズ 

急
員
ハ
大
抵
前
甲
板
ニ
養
口.ン戦
闘

部
署
ニ
就
キ
居
ル
モ
ノ無
ク
已
ニ
信 

¢
1
¢

秘
密
書
類
等
ヲ
海
中
ニ
投
棄
シ
ツ
ツ
ア
リ
テ
非戦

@

ノ
意
志
ヲ
明
白
ニ 

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ 

ァ̂
「
ニ
コ
ラ
ィ
」

|

世
ノ風
下
舷
側
ニ

1

震
シ
艦内
ヨ
リ出
シ呉

レタ
ル

一 9—



綱
ニ
鎚
リ
テ
敵
艦
ニ
上
リ参

謀
長
ニ
導
カ
レ
テ将

官
室

—
入
レ
バ
「
开
ボ
ガ
ト 

フ」
少将
^8

ナ
ル戦

衣
ノ儘

ニ
テ
出
(デ
)来

リ
^
!
ニ
握
手
セ
ラ
ル
此
ニ 

於
テ̂
!0

ハ
直
(チ
)
—山
奕
尉
ノ仏
訳

ニ
依
リ
左
ノ
如
ク
申
入
レ
タ
リ 

一、
東郷

大将

ハ
貴
下
ト
共
ニ
玆
ニ惨

烈
ナ
ル
海戦

ノ
終
リ
ヲ
告
ゲ
タ
ル
ヲ
喜 

ビ
且
ツ̂
 ノ̂
^
ト
シ
テ虫
1

隊
ノ
降
ヲ
受
ク
ル
タ
メ
.
^10

ヲ
送
レ
リ 

就
テ
ハ
！

等
ノ帯
剣

ハ
其儘

ニ帯

セ
ラ
レ
タ
シ 

一、
已
ニ
受
降
ノ
上
ハ虫

最
隊
ノ
艦
砲
兵
器
等
一
切
ノ
^
^
ヲ
維
持
ス
べ
キ
コ 

ト
ヲ
直(
チ)
ニ1

ニ厳

達
セ
ラ
レ
タ
シ
若
シ
故
思
—之
ヲ毀
損
ス
ル
モ 

ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
我
ガ
軍
法
ニ
依
リ処

分
ス
べ
シ 

I

、
右
ノ
^
^
^
ノ条

件
ニ
就
ィ
テ
ハ
東郷

大将

貴
下
ニ会

見
シ
テ
養 

サ
ル
べ
キ
ヲ
以
テ^成
速
ニ¢1

^
自
ラ
我
ガ
三
笠
二乗

艦
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望

ム子
ボ
少将

ハ
前
日来

ノ
 
1
^
5

^

：ア
ラ
ズ
此戦

艦
隊
モ
最

4#

闘

ノ卖
 

ナ
キ
ヲ
以
テ
凡
テ
貴
命
ニ従

フ
べ
キ
旨
ヲ
答
へ
ラ
レ
タ
ル
後
^

:
意
志
ヲ
各
艦 

ニ伝
フ
ル
タ
メ
暫
時
ノ
^

^
ヲ|

明
ハ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
諾
セ
リ
此
ニ
於
テ 

少将
！^14

ノ
謀
長
ハ将
官
室
ヲ
去
リ
士
官
室
ニ
其
！
^
ヲ会
シ
何
カ
議
ス
ル処
ア 

ル
モ
ノ ノ
如
シ

待
ツ
コ
ト
約
三
十
分
少
ツ
入
リ来
リ
テ
日
ク
「蠢
へ
ノ伝
達
漸
ク 

了
レ
リ
是
ヨ
リ虫

愚
ニ
赴
カ
ン
ト
ス
レ
ド
モ
我
端
舟
皆
破
損
シ
テ
用
ユ
べ
カ
ラ 

ズ
願
ク
ハ
貴
艇
ニ
便乗

シ
タ
シ
又
是
ヨ
リ
本
日
ノ
海戦

ニ戦

死
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ 

^

シ
又
服装
ヲ
改
ム
ル
タ
メ尚

少
時
ノ

!

予
ヲ
！

6

フ」
仍
テ
之
ヲ
諾
セ
リ 

子
ボ
小
#
ハ尚

ホ
前
日来

離
散
シ
タ
ル
敵
艦
ノ
安
否
ニ
就
キ
非
常
ニ
掛
念
セ 

ラ
ル
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
頻
リ
ニ
昨
夜来

ノ

^8

ノ
結
果
ニ
就
キ
質
問
サ
レ
タ
リ

1
 

丨
 

仍
テ
我
ガ
知
レ
ル
丈
ニ
基
キ
相応

ノ
返
答
ス
ル
ト
仝
時
ニ
夫
レ
ト
無
ク
敵状

ヲ

反
問
セ
シ
ニ
問
ハ
ズ
語
リ
ニ
「ボ
ロ
ジ
ノ
」

「ア
レ
キ
サ
ン
ダー
」
三
世
「オ

ス
ラ
ビ
ヤ
」
ノ
沈没
並

ニ
旗
艦
ノ
「
ス
ワ
ロ
フ
」
タ
リ
シ
コ
ト
ト

^
@产
ヲ
得

タ
リ科

ボ
少将

ハ
囊
談
ニ
4
|

ナ̂
キ
糧
ナ
ル
ヲ
以
テ^
^
ノ
移
ル
ヲ̂
^
|
 

郷
大将
ガ
貴
下
ヲ
待
チ
ッ
ッ
ア
ル
旨
ヲ
述
べ
テ来

艦
ヲ
促
ガ
シ
タ
ル
ニ
小
#
及 

参

議
長
ハ
初
テ
心
附
キ
タ
ル
ガ
如
ク
倉
皇
私
室
ニ
赴
キ従

僕
ニ
命
ジ
テ礼

服
ヲ 

出
サ
シ
メ
之
ニ
#̂ヘ
ラ
レ
タ
リ

い
く
ば
く
 

ネ

此
時̂

10

ハ将

官
室
ヲ辞

シ
テ
上
甲
板
ニ
出
デ
シ
ガ
幾

モ
ナク
子
ボ
少将
 

参
謀
長
及
各
幕
僚礼
服
ニ
テ
皆
出来
リ
後
甲
板
ニ総
員
ヲ
—

シ悲壮
ナ
ル 

露
語
ヲ
以
テ涙

ヲ
含
->5
)テ
懇
ニ
演説
サ
ル
ル処
ア
リ
多
分
^

 ̂ノ
已
ム
無
キ
ヲ 

訓
示
サ
レ
タ
ル
モノナラ
ン 

次
デ1

—戦

死
者
ノ
水
葬
式
ヲ
了
リ

I

同
我
水
雷
艇
二乗
移
リ
我
三
笠 

ニ来
艦
セ
リ

三
笠
ニ来

艦
後、将

官
室
ニ
テ
彼
我両
将

及
蠢
想

一:!

見
シ
座
定
リ
八
代 

杳
通訳

ノ労

ヲ
取
ラ
レ
^
:条̂

件
ヲ
蹇
サ
レ
タ
リ 

書
ハ
此
橋
ニ
上
リ
^
捕̂
獲
員
ノ
部
署
等
ニ従
事
シ
タ
ル
ヲ
以
テ 

¢
¢
0

室
—還
リ来

リ
タ
ル
ト
キ
ハ
(其
間
約
四
十
忿
談
判
已
ニ
終
リ
彼
我両
 

将

三
獻1挙

ゲ
蠢
ノ
終
結
ヲ
祝
サ
レ
ッ
ッ
ア
リ 

其
時
東郷

大将

ト
"子
ボ
少将

ノ
間
ニ
左
ノ
如
キ
問
答
ア
リ
タ
ル
ヲ
耳
ニ
挾

メ
リ「私将

軍
」

貴
下
ハ
我
艦
隊
ノ対

他
海峡

ニ来

タ
ル
ヲ
予
知
サ
レ
タ
ル

乇
ノ 

ト
認
ム
然
ル
ャ



录
奋

」

否、
然
ラ
ズ
唯
(タ
)
多
分来

ル
ナ
ラ
ン
ト
推
定
シ
タ
リ 

1
"¢将

軍
」

貴
下
ハ
何
ニ
基
キ
テ
斯
ク
ノ
如
キ
^
!
ヲ
置
カ
レ
シ
ヤ

地
理
、
天̂

4：

他
ノ
情
馨
ヨ
&

ク
ア
ラ
ザ
ル
べ
カ
ラ
ズ
ト 

信
ジ
タ
ル
—過
ギ
ズ 

「附
記
」

以
上
ノ
問
答
ハ単

—篇
シ
タ
ル
心覚

へ
ニ
テ
或
ハ
多
少
文
句
等 

ノ
鐘
ア
ル
ヤ
モ
知
ラ
ズ
但
シ
意
義
ニ
ハ
大
差
ナ
シ

秋山真
之

『
戦

 

影』序文

水
繫徳

は—
 

(旅
順
海1
 記
)

を
大
正
三
年
に
出
版

(一 

の
匿
名=

但
、
こ
の
時
は当
局
の
許
可
を
受
け
る
)
し
た 

が
、
そ
の
序
文
を
、
故郷
松
山
の
先

5*15

山臬
之
に̂
^
し
た
も
の
。 

但
、
何
故
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

大
正
ニ
年
四
月
付

予
年
少
の
頃
予
の
父
は
固
く
^
!
を
見
る
を
禁
じ
た
る
代
り
に
和
漢
の
通 

俗
史
の
み
を読

む
を
許
せ
り
故
に
予
は
好
ん
で
太
平
記
又
は
漢
楚
軍
談
な
ど 

の
如
き
も
の
を繙
き
未
だ学
ば
ず
し
て
略
ぼ
和
漠
の
盛
衰
史
に
通兹

年
に 

益
し
たる
こ
と
少
(な
)
か
ら
ざ
りし
を
喜
ぶ 

惟

ふ
に
通
俗
史
の
！̂

は
史実

の関

連
を
失
は

ず
し
て
そ
の乾
燥
な
る
も
の

を
ば
に読
過
せ
し
む
る
に
あ
り
て浅
く
と
^

3

 
く
世
俗
を
益
す
る
点
に 

於
い
て
は
健
か
に
正
史
に
勝
る
と
こ
ろ
あ
る
が
如
し 

戦

友̂

小'
^
此
に
見
る処

あ
り
て
か
そ
の惨

澹
た
る実
歴

に
回
想
し 

そ
の
！

な
る
文
才
を発

揮
し
て

面
白
#

！
;

し
く
日1

役
に
於
け
る
海
上
の 

史実

を
描
か
れ
襲
に
此
一戦

を
著
は
し
八
支
〃戦

影

//
の̂

3

る
。

之
(れ
)

を繙

く
に
過
去
の
事
績
を
知
悉
せ
る
我
等
す
ら
^
^
ほ
そ
の
文
勢 

に
誘
は
れ
て
翫
结
 1

*1

尾
の
到
る
を
忘
る
る
を覚

ふ 

予
は
少
時
の読

史
を懐

い
て
本
著
の効

益
！̂
ノ
べ
き
を
信
じ
需
に応

じ
て 

兹
に
其
の1
5
を
記
す

大
正
式
年
四
月
 

秋
山
真

之

一 11



雲
林
追
憶
の
詩

—
「雲林遺稿選釈
」付録

—

以
上
で
、

「雲
林
遺
搞
選釈
」
の
本
文
を
書
き
終
え
た
が
、
以
下
、参
考
の 

た
め
こ
れ
に1

あ
る
別
人
の
詩
作
若
干
首
を
：

^

し
て
お
こ
ぅ
。

そ
の
第I

は、
遣
稿
の巻

頭
に掲

げ
ら
れ
た内

藤
素
行

(
1

)
及
び
近
藤 

元
晋
(素
)

の
奉
吊
、
雲
の
詩
で
あ
り
、
第
二
は
、
遣

搞
そ
の
も
の
に
は 

I

な
い
が
、—

の
！̂
信
貫
(后
山)
が
雲
林
の
！̂.
—

^
楼̂
に 

つ
い
て
詠
ん
だ
誇
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
近
蔭
氏
と

¢
3!¢

と
が
後
年
西
山 

で
邂
逅
し
た
際
に
詠
ん
だ
！！

^

唱
和
の
詩
を
：
^

し
、
こ
れ
をも
っ
て雲
林
追 

憶
の
一
文
を
了
ること
とす
る
。

内

藤
素
行

弔し奉る 

1|̂
ぃ
立
一
手
に
接
し
て 

慟哭天涯予城

13:
向ふ 

多
年
詩
社丨
先
輩
を称
し 

幾度酒筵後生祕

猙
る 

月
白
風
%
新
た
に
涕涙
す

峩
％ 
^
4
ェ
哉
し
く
交
繁
り

一
語
^
#

息
に
告
ぐ

谷 

光
隆

忠
貞慎

勿
墜
家声

忠
貞慎

ん
で
塞
尸
を
^
す
こ
と
勿
れ

註(
1
)

あ
き
ら
か
。

は
つ
き
り
。

2
) 

伊
予
松
場

(
3
) 

詩
人
仲
間
。
詩
人
の団
体
。
詩
ム

马

(
4) 

後
輩
。
後
進0

(5) 

「月
白
風清
」
の
句
は、
蘇
東
坡
の
後
赤
壁
賦
に
見
え
る
。

6
) 

莪
は
、
峨
に
同
じ
。
山
の
高
く
け
わ
し
い
さ
ま
。

(
7) 

洋
は
、
水
の
盛
ん
な
さ
ま
。

(
8
) 

ね
ん
ご
ろ
。11

1，。

盤
敷
に
同
じ
。

近藤元晋

1

1

蘇
浦
屋
先
生 

其

一

柳凋水

〇 0
寂烟扉 

池
台
唯
見
細
鱗
飛 

自
今
月
白
風清

夕 

彷
彿
遊
神
騎
鶴帰

奉
弔
 

訃
音
接
手
字
分
明 

働
哭
天
涯
向
予
城 

多
年
詩
社称
先
輩 

幾
度
酒
筵
容
後
生 

月
白
風清
新
涕涙
 

峩
山
洋
水
古
交
情 

一
語
殷
勤
告
令
息

雲
林
浦
屋
先
生
を
亂
は
奉
る

^
 

む
せ(2)

柳
凋
み
水
咽
ぶ
寂
烟
の
扉 

池
台
唯
見
る

!̂
:̂飛

ぶ
を 

自今月白風清
の夕 

:
^
た
る
^

^
鶴
に
騎
つ
て帰&



註(
1
)
 

ひ
く
。
輓
に
同
じ
。

&

の
と
き
に
柩
を
載
せ
た
車
を
引
く
こ
と
。 

挽
歌.
壽
は
、
死
者
を
哀
悼
す
る
詩
歌
。

(
2
) 

咽
は
、
咽
の
俗
字
。

(
3
) 

ち
い
さ
い
ぅ
ろ
こ
。転
じ
て
、
小
さ
い
魚
。

(
4
) 

塵
俗
を
し
、隠
居
し
て
仙
と
な
つ
た
者。
ま
た、
死
亡
し 

た
者。

(
5
) 

中国
の伝
説
で
は、
仙
と
道
を
得
た
者
は
多
く
鶴
に
騎
る
と
い 

う
。
因
み
に
、
鶴
馭
は
、
仙
人
の

—

。
ま
た
、
死
者
の乗

輿
を
い
う
。

1

丄

文
51：
光
忽ち摧
け

數ょ—

しむ

西
%

^

し
へに
1

す
一
輪
の
月 

空
し
く
新
&
篆
七を照らし来
る

其
ニ 

半
夜
文
星
光
忽摧
 

凄
風
冷
露
#声
哀 

西
山
長剰
一
輪
月 

空
照
新
阡
表
上来

註(丨
)

よ
な
か
。
夜
半
。

2
) 

星
の
名
。
文
運
を
主
る
。
ま
た
、
文
昌
星
と
い
ぅ
。

(
3
) 

凄
は
、
さ
む
い
。
つ
め
た
い
。

(
4
) 

こ
お
ろ
ぎ
、
又
は
、
き
り
ぎ
り
す
の
鳴
く
士
一。

(
5
) 

松
山
西
郊
の
大
峰
台
の
通称
。
墓
は
そ
の
東
麓
の宝
#̂
内̂
に
在 

る
0

6
) 

吁
は
、
墓
み
ち
。
表
は
、
墓
前
や
墓
道
に
建
て
る
石
ぶ
み
。

谷 

信
貫
 

柳
影
水
光楼

に
上
る 

園
林
既

に1
ぅ̂
|
を# |
め 

孤
杖
師
を
尋
ね
て
晩
晴
に乗
ず 

柳
影
漸
く
簾
影
を
兼
ね
て
動
き 

¥

忽
ち
月
光
と与
に
明
ら
か
な
り 

座
に

11

熱
無
く
し
て
扇
を
缰
れ 

鼎
に
幽
音
 

て 
^
8

1̂ 

1

無
限
の
意
を叙

べ尽
し 

柱
！ !
'
!

三
！̂

下
る
を
知
ら
ず 

写

生
不11、
弊
園
生，色
、
前
聯
句
法

‘

上
柳
影
水
光楼
 

園
林既
斂乱
蜩
声
 

孤
杖
尋
師乗
晩
晴 

柳
影
漸
兼
簾
影
動 

水
光
忽与
月
光
明 

座
無
些
熱
扇
相
忘 

鼎
有
幽
音
茗
也
烹 

叙
尽
平
生
無
限
意 

不
知
柱
漏
下
三
更 

雲
林
云、
吾
家
晩
景、

流
暢
可
，
喜 

註(丨
)

蜩

は
、
せ
み
。

(
2
) 

茶
の
別与

(
3
)
 

柱
8

。

4
) 

子
の啤
塞
十
二
時
か
ら
午
前
ニ
時
ま
で
の

阄
よ
な
か
。

同

柳
聚
1

攀
、

恰
宜
柳
影
水
光
名 

漫
把
幽
閑
遣
此
情 

帰
鳥
有声
書
院
外 

満
珍
凉気
月
方
生

恰
も1

$

の
名
に
宜
し
く 

漫
！
幽
閑
を
把
り
て
此
の
情
を
遣
る 

帰

鳥声

有
り
！11̂

の
外 

満

滅
％
涼
気

月
方
に隼

一 13-



雲
林
云、
吾舎
夏
夜
之
景、写
得
有

趣
、
多
謝 

註(
1
)
 

そ
の
場
の
こ
と
を
詠
ず
る
詩
題
。

(
2
) 

お
こ
た
る
。
慢
に
通
ず
0

(
3
) 

沴
は
、
ひ
と
え
。
妻
。

雲
林
先
生
逝
後、 

其
幽
迹属
他
有、 

而
不
復
存旧
観
 

也、
今随
所
追 

憶、
聊
作
十
絶 

句
風嗳
桃
花
映
碧
淪 

武
陵
源
上
似
尋
春 

老
師
性
癖
愛
仙
境 

非
是
平
生
擬
避
秦

同

霖
先
生
の
逝
後
其
の
幽
鄉
他
有
に 

属

し

観̂
を
存
せ
ず
今
追
憶
す 

る
所
に随
ひ
聊
か
十
絶
句
を
作
る

風
暖
か
にし
て

桃
花
碧
^
映̂
ず 

武
陵̂

I

春
を
尋
ぬ
る
に
似
た
り 

老
師
性
癖
仙
境
を
愛
す 

是
れ
平
生
^
#
^
る
に
非
ざ
ら
ん
ゃ

註(丨
)

奥

深
く静

か
な—

跡
。

(
2
) 

あ
を
み
ど
り
色
の
さ
ざ
な
み
。

3
) 

武
霞
源
に
同
じ
。
晋
の
陶
韻
、
桃
花
源
記
を
作
り
、
太
元
中
〔 

三
七
六丨

三
九
六
)
、
武
陵
の
漁
人
が渓

に
沿
っ
て
行
き
、
偶
然
桃
花 

の
林
に
入
り
、
更
に
源
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
仙
境
に
至
っ
た

こ
と
を記

す
。
す
な
わ
ち
武
陵
郡
沅
南県

の
地
に当

た
る
か
ら
武

^

^
源
と
い
う
。 

今
、
中
屬
馨
桃
源県

の
桃
源
山
。転
じ
て
、
世
間
と
か
け
離
れ
た 

別
天
地
を
い
う
。

(
4
) 

秦
の
！¢11!

な
政
治
を
さ
け
る
。
後
世
、乱

を
避
け
る

こ
と
に用
う
。 

桃
花
源
記
に
「先
世

避
，，

秦
時乱
，、
率
，妻
子
邑
人
，、
来
，此
絶 

境
一、
不
復
出
，
焉
、
遂与

％
人

一間
隔
」
とあり。

木
末
芙
蓉
紅
綻
時
 

芙
^

^
於
る
の
時 

秋
凉
早
已
襲
書帷
 

秋
凉
早
く
已
に
書
！
襲̂ふ 

夢辺
猶
記
穿
幽
逕
 

夢辺
%

記
&
ふ
幽
&

穿
り 

香
露
灑
衣
尋
老
師
 

香
露
衣
に
#
い
で
老
師
を
尋
ね
し
を

註(
1
)
 

こ
ず
え
。
木
の
末磲

(
2
) 

錦薬
^

黄

槿属

の
讀
灌
木
。
き
は
ち
す
。
高
さ
三、
四

8

葉 

は
掌状

を
呈
し
、
長
い
葉
柄
を
有
し
て
互
生
す
。
花
は
大
形
、
紅
色

. 

白
色
等
の
美
し
い
花
冠
を
有
す
る
。
中国

の
原
産
。
我
が国
で
は観

賞 

用
と
し
て
栽
培
す
。
は
ち
す
ば
な
。
#̂
:

蓉
。
因
み
に
、
芙
蓉
と
い
え 

’舊
通
は
蓮
の
花
を
い
う
こ
と
が
多
い
。

(
3
) 

書斎

の
と
ば
り
。

4
) 

お
ぼ
え
る0

(
5
) 

静

か
な
こ
み
ち
。

雨
霽
池辺
寂
午
櫳
 

雨
賽
れ
て
池辺
寂
午
の
^

(2
)



垂
楊
垂
柳
挽
凉
風 

林蝉

忽
被
稚
童
捉 

嚏
~

餘声
咽
掌
中

垂
楊
垂
柳
凉
風
を

く̂ 

I

忽
ち
稚
童
に
捉
へ
ら
れ 

郡
け一

!

る
1

尸
掌
中
に
嘴
ぶ

註 (1
) 

2

) 
(
3)

し
ず
か
な昼

時
。

れ
ん
じ
ま
ど
。
へ
や
の
格
子
ま
ど

0 

蝉

の
鳴
き声
。
愿
は
、声

の
急
な
さ
ま
。

蟠
屈
樹
奇
看联
痕 

蟠屈樹奇

 

毅
!̂
看
る 

紫
薇
花発
圧
幽
園 

紫
%
花
敷
け
ば
幽
園
を圧
す 

遠
眺
百
日
猶
堪
指 

遠
^
^む
れ
ば
百
日
猶
指
さ
す
に
堪
へ
た
I 

粧
点
城
南
夫
子
門 

粧
%

^

1̂
8

註(
1
)
 

ぅ
ろ
。
中
が
か
ら
に
な
つ
て
い
暴
。
竅
は
、
あ
な
。

(
2
) 

花
木
の
名
。
さ
る
す
べ
り
。
百
日
紅
。

(3
) 

飾
り
た
て
る
。

4
) 

蒙
時
代
、
太
子.大
夫.
先
生.
長
者
を
呼
ぶ
尊称
。
孔
門
の
弟 

子
が専
:̂
^子
を称

し
て
か
ら
、
後
世
、
師
の専
称

と
な
る
。

境
占渓

村
幽
邃
中 

寄蹤
尤愜
韵
流
翁 

訪来
踅
傍
柴
扉
立 

瑟
淅払
衣
蘆获
風

すゐ

境
は
^
?

幽
邃
の
中
！

め

馬

(が
知
：̂
懿

)の
翁

訪
ね来

っ
て
%'
囊̂
に
傍
り
て
立
つ

し
つ
せ
きI
 

导

き
⑤

瑟
淅
"於
を払

ふ
—

^
風

註(1
) 

(2
) 

(
3
) 

4

) 
(
5
)

蹤

は
、
あ
し
あ
と
。
立
ち
寄
る
。 

韵

は
、
韻
に
同
じ
。
風
雅
。

暫
に1
す
。

瑟
瑟
、—

は
共
に
風
の
音
。 

あ
し
と
を
ぎ
。

新
樹緑
流
過
雨
餘 

夕
陽
如画
射
簾裾
 

倦
飛
有
影
是
何
鳥 

忽
駭哙
喁
波
際
魚

1

緑
流過飭餘 

夕
陽画
の
如
く
簾裾
を
射
る 

飛
ぶ
に
倦
き̂
 
影
有
り
是
れ
何
の
鳥
ぞ 

忽
ち
ぜ
1
^
際
の
魚
を) ^
か
す

註(
1
) 

一
しき
り
降
る
同
と
お
り
雨
。
む
ら
さ
め
。

(
2) 

陶
淵
明
の帰
去来
辞
に
「雲
無
心
以
用
岫
、
鳥腾

飛
而
用 

還
」
と
あ
り
0

(3
) 

あ
ぎ
と
う
。
魚
が
水
面
に
浮
か
び
出
て
ロ
を
動
か
し
呼
吸
す
る
。

也
向
池
汀廃
午
眠 

筠
牀
下
得
碧漪
漣 

稚
魚
駭态
駛
於
箭 

寸
"
再
浮
閑
坐辺

涵
池
汀
に
向
っ
て
午
眠
を廃
す

滅
麻
臀
碧
數较
得
た
り

稚
魚
駭
き
六
ムっ
'て
渺
よ
り
も駛
し 

寸
』ふ
再
び
浮
ぶ
閑
坐
の辺

註(
1
)

箱
は
、
た
け
。
妹
は
、
ね
だ
い
。
こ
し
か
け
。
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(
2
) 

漪

も
漣̂
^
に
さ
ざ
な
み
。

(
3
) 

去
の
本
字
。

(4
) 

少
し
づ
つ0

林樾
雪
粧
奇
景
加
 

林樾
っハ
|̂1
^
て̂
奇
景
加
は
り 

暁
寒
鷗
得満
天
花
 

瞬
寒醸

し
得
た
七満

天
の
花 

柴
門剥
啄
偕
高
雅
 

柴
門
の
^

#

一纖にし
て 

已
有屐
痕
留
偶
叉
 

已
に
一
^

^

偶
叉
を
留
む
！

0
1
^

註(丨
)

は
や
し
の
こ
か
げ
。
極
は
、
樹
蔭
。

(
2
) 

音
の
形
容
。
こ
つ
こ
つ
。
訪
譽
の
足
音
や戸

を

^
"

音
。

(
3
) 

げ
た
の歯

の
あ
と
。

4
) 

偶
は
、
偶数
。
又
、
な
ら
ぶ
。
そ
ろ
う
。
叉
は
、
ま
た
。
益
。

絳
帳
講
書
無
碩
老
 

梅
；̂1
)
書
を
講
じ
て
碩
老
'一
く 

綺
筵勧
酔
有
嬌
柔
 

綺1|
1酔
を勧
め
て
橋
^
り 

而
今
何
耐
異
喧
寂
 

1
1

ぞ
耐
へ
ん
喧
寂
を
異
に
す
る
を 

庠
塾変
為

翡
翠楼

し
庠
塾
一変

じ
て
翡
翠
の
%
卜為
る

註(
1
)
 

あ
か
い
と
ば
り
。
後
漢
の
大
儒
、
1

が
高
堂
に
坐
し
、
絳
帳
を
垂 

れ、
塞
を
其
の
前
に
お
い
て教

え
た
故
事
。転
じ
て
、
師
の
席
、
又 

は
1
4
|？

の
書斎

を
い
ぅ
。

(
2
) 

年
長
け
て徳

の
高
い
！
^

の
士。

(3
) 

あ
や
ぎ
ぬ
を
張
っ
た
美
し
い
む
し
ろ
。

(4
) 

な
ま
め
か
し
く
や
わ
ら
か
。

(5
) 

今
に
し
て
。

(
6
) 

ま
な
び
や
。
庠
は
、学
校
。

7
) 

翡
翠
は
、青
々

と艷
や
か
に
美
し
い
こ
と
。
又、
美
玉
の
芎緑

色 

の
硬
玉
。
翡
翠楼

は
、
こ
こ
で
は
擊
「亀

乃
井
」
を
指
す
。

 ̂

た
ん(よ
め
い
お
ぅ
^
ょ̂

月
を
^
へ
て清

譚
ぞ甌

嘉
ぶ 

乾
て
&

柳
聚
光楼

1
1

20:
1

^
！̂
せ
し
は
前
日
の
如
き
も 

已
に
過
ぐ
三
十
%

邀
月清
譚
喚
茗甌
 

曽
憑
柳
影
水
光楼
 

接
他謦
咳
如
前
日 

梦
襄
已
過
三
十
秋

註(
1
)
 

世
務
を
す
て
俗
を
離
れ
た
摩
の
談
話
。

(
2
) 

茶
か
す
か
ま
。
茶
が笔

(3
) 

憑
の
俗
字
。

4
) 

此
の対
。
彼
の称
。

(5
) 

せ
き
ば
ら
い
。
し
は
ぶ
き
。
又
、
其
の
こ
え
。

(
6
) 

夢
の
俗
字。.

7
) 

惡
五
年
、
雲
林
の
三
十
三
回
忌
に当

た
り
、
震
十
余
人
(外
に 

門
人
の
紙
商
木
原
屋
主厶

が
思
ぃ
出
の
宅
址
、
料
亭亀

乃
井
に会
し 

た
。

「三
十
秋
」
と
は
こ
の
時
点
に
立
っ
て
の
回
想
で
ぁ
る
。
詩
題
中 

に、

「復
た旧
観

を
存
せ
ず
」
と
ぁ
る
が
、

,

の
父
(義
之)
もこ 

の0111
宅
し
た
後
、
昔
の
面
影
は
も
ぅ
無
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。
そ
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の
言
葉
が
今
も
か
す
か
に
響
の
耳
に残

っ
て
い
る
。

西
山与
谷
兄
晤 

散
行
花
影
鳥声
中 

級
I

林
園
曲
徑
通 

邂
逅
相
逢
頭
共
白 

菜黄
香
裏
話
春
風

近藤元晋 

西
山
に
て
谷
兄
と
晤
%

轉
%

花
影
鳥声

の
中
’

級
I
た
"̂) 
0

曲
徑
通
ず

霉

#
逢
へ
ば
叢
に
白
し

菜
%
香̂
裏
春
風
に
話
す

註(
1
)

遇
う
。対

面
す
る
。

2
) 

気
ま
ま
に歩

く
。

(
3
) 

幾
段
に
も
な
つ
て
い
る
。

4
) 

で
あ
う
。
期
せ
ず
し
て
遇
う
。

(
5
) 

野
菜
の
き
ぃ
ろ
ぃ
花
0

谷 

信
貫
 

西
園与
小
南
兄 

西
1
1！！て̂
1

兄
と
晤
し
、韵
に
次
す 

晤
次韵

爛
晴
三
月
碧
山
中 

爛
%
三
月
碧
山
の
中 

淡~

霞
生
細
遲
通 

淡
I

靈
じ
て
細
逕
通
ず 

何
料
弊
園
留
玉
趾 

何
ぞ
！̂
ら
ん
や
1

に
玉
1

留̂
め 

吟
檢
吹
動
菜
花
風

註

吟
檢
7
%
%
の
風
に
吹
動
せ
ん
と
は

(
1
)
 

期
モ
の
庭
が
家
屋
の
麗
に
在
っ
た
か
ら
い
ぅ
。

(
2
) 

爛
は
、
あ
き
ら
か
。

か
が
や
く
。

(
3
) 

人
の
足
の̂
^。
お
み
あ
し
。

(
4
) 

詩
人
の
衣
服
。

(
5
) 

野
菜
の
花
。

挿
註拙

宅
は
、
大
正
十
五
年
ょ
り
昭
和
五
十
四
年
ま
で
西
山
の
謹
、
朝
日
八
幡 

裳
の参

道
に
隣
接
し
て
在
っ
た
。
筆
者
の
鬚
に
し
て
誤
り
な
け
れ
ば
、
往 

年
近籐

氏
が
北！^
^

の̂
生
徒
と
と
も
に
西
山
に
遊
び
、
解
散
し
て
靈
に 

つ
い
たと
き、
^

の̂

に
お
い
て
信
貫
と
邂
逅
し
た
の
で
、
そ
れ
は
恐
ら 

く
昭
^
^
-
の
こ
とであ
っ
た
と
思
ぅ
。^8

詩
の
第
四
句
に
「菜黄

香
裏
春 

風
に
話
す
」
と
あ
る
が
、
そ
の
話
柄
が両

1

通
の関

心
事
、
す
な
わ
ち
雲
林 

と
そ
の
周辺

に関
す
る
く
さ
ぐ
さ
の？
^

で
あ
っ
た
こ
と
は
察
す
る
に
難
く
な 

い。
拙
宅
に
は
近
藤
氏
が
右
の
詩
を
讓
で
認
め
た
朱
#
の
八
行
書
が
遣
っ
て 

い
る
の
で、
と
く
に
こ
れ
を紹
介
し
縷々

！

を
費
や
し
た
雲
^

8

稿
選釈

の

を
擺
く
こ
と
と
す
る
。

因
み
に
、
現
在
、
子
規
記
今
簿
1

内

に
復
元
さ
れ
た
愚
陀仏

庵
の
屋
根
瓦 

は、廃

屋
と
な
っ
た
こ
の
拙
宅
の
屋
根
瓦
で
あ
る
。

(奈
良
裏
京
三
丁
目
一
六
1
1
〇
達
)
(会
8
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六
七号

「雲
林
遣
橘
選釈
」
㈣

正
誤
表

7 6 ガ ガ 7/ 4 3 2 〃 1 頁
ガ 上 7/ ガ ガ ガ 下 ガ 7/ 上 下 上 段

！3
1
2

3

4

京

廟

開

係

他
銘
日

愛
慕
之

五
十
八

疾
殉
子
家

居
其
間丨

も
の
と
や
！
1

正!

職

可
か
ず

友

誼
誤

13 
1 
2

3

14 
1 
1

3

4

宗

廟

関

係

為
銘
日

愛
慕
之

五 疾
物
子
家

居丨
其
間

も
の
と
や

震

巌
I

正!

職

可
か
ら
ず

交

誼
正

子規会叢書

子規

 

敬
慕

—
松
山
子
規4湧会

講
演|
 

3

6
版 

ニ
七|

ベ
—
ジ 

|

、
五0

0
円

子
規
こ
そ
わ
が
い
の
ち
—

越
智
ニ
良随

筆
集I
 

3

6
版 

三
四
六
べー
ジ 

|

、
八
0

0
円

『草愁』など

I

越
智
ニ
良
創
作
集
I

 

2

6
版 

三
五
四
ぺ丨
ジ 

|

、
八0

0
円

しのぶ草

—

亡
き
妻
を
倨
ぶ
ぅ
た
(越
智
ニ
良
歌
集)—

2

6
版 

二
八〇

ぺ丨

ジ 

|

、
五0

0
円

送料各巻
とも三

一

〇円

松山

 

子
規会

松山市末広
町正宗寺内 

郵
便
振
替徳

島
ニー
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天
保
の
女
流
俳
人
長
谷
部
菊
圃
に
つ
い
て

伊

藤

隆

 

志

一

菊園の略歴

1

通
女
が
結
婚
す
る
ま
で

長
谷—

園
は
、
天
明
八
年(一
七
八
八
)
松
山
藩
士
日
下
宗
玄
の
次
女
と 

し
て
生
ま
れ
た
。
兄
に
伯巌
、
弟
に
津
田

1

が
い
る
。
名
は
通
と
い
っ
た
。

天
明
と
い
え
ば
大
酱
を
思
い
出
す
が
、
全国

的
に
1

一
挺
が
起
こ
っ
た 

り
、
一
方
で
は
賣
震
.
貨
幣経
済

の
靈
か
ら
、
大
商
人
が
資
金
を
蓄
え 

^
^士
厦
を
根
底
か
ら
ゆ
さ
ぶ
り
始
め
た
時
代
だ
っ
た
。

松
山
藩
で
は
、
十
代
定
則
か
ら
十
一
代
定
通
の
時
代
で
あ
る
。
定
通
；
^
化 

六
年
、
六歳
で
藩
主
と
な
っ
た
が
、
治
政
二
十
七
年
の
間
に
十
四
回
も
不
作
が 

続

い
た
と
い
わ
れ
、
藩
士
の
1

も
五
割
程
度
に
落
と
さ
れ
て
い
た
。

政
治
や経
済

の
面
で
は
、
こ
の
よ
ぅ
に
き
び
し
い

窝
で
あ
っ
た
が、
^
!
 

の
世
界
で
は
、
栗8

堂
が
四
十歳

か
ら
五
-

一̂
の
頃
で、
小
林
一
茶
が
松
山 

を
訪
れ
た寛

政
七
年
は
通
女
が
八歳

の
時
に
あ
た
る
。当
時、
松
山
あ
た
り
の 

俳
壇
は
活気

づ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

通
女
の
幼
少
！

、̂
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な 

い
が、
日
！
^

は
藩
の
集
を
勤
め
て
お
り
、
—

は
儒
者
で
も
あ
り
、そう 

し
た
家
柄
の
中
で
、
幼
少
よ
り
和
歌
や

1

を
含
め
てI広

の教
養
を
身
に
つ

け
る
環
境
の
も
と
で
育
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

&
^
が
小
松
藩
の
長
谷
^
^
門
の
所
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た経

緯
は
大
ょ
そ 

見当
が
つ
い
て
い
る
。

映
門
の
父
、
長
谷
部寛
来

は
、
松
山
藩
矢

1

明
の
次
女
を
後
妻
に
迎
え
て 

い
た。
！̂
ニ
年
の
映
門
の
記録
に
ょ
る
と、
松
山
藩
士
梶
原
保
次
郎
が
江戸
 

定
府
と
な
る
の
で
、
そ
の
8

に
松
山
へ
行
き
、
矢
部
家
、
松
本
家
へ
も
ま
わ 

り
、
ま
た
栗
田
樗
堂
に
も
1

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
ニ
年
に寛
来

は体

調
を
く
ず
し
、
道
後
湯
治
に
出
か
け
て
、
暫 

山
に滞

在
し
た
。当

時寛
来

は
五
十

I歳
で隠

居
を
望
ん
で
い
た
の
で
、 

こ
の
頃
松
山
の縁

戚
知
人
と
の
間
に
映
門
の
：
^
の
話
が
出
て
い
た

も
の
と思 

ゎ
れ
る
。

通
女
が
長
谷
麗
門
の
も
と
に
嫁
い
だ
の
は
、
文
化
三
年
二
月
で
、
通
女
十 

九歳
、
映
門
二
十
五歳
で
あ
っ
た
。

2

藩
政
に献
身
す
る
主
人
を
助
け
て

映
門
は
、1

ニ
箇1

の
四
月
に
は
早
く
^

交
代
で
出
府
せ
ね
ば
な 

ら
な
か
っ
た
。
要
は
主
人
が
留
守
の
、

6|
染
み
の
な
い
長
谷
部
家
で
、
新
嫁 

と
し
て
の
勤
め
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
大変
な
苦労
で
あ
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っ
た
と
思
わ
れ
る
。

嬉
後
、
通
女
の
出
産
は
お
そ
く
、
七
年
目
の
文
化
十
年
二
月
に
長
女
が
誕 

生
し
た
。
し
か
し
こ
の
年
の
四
月
に
も
映
門
は
出
府
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

通
女
は
初
め
て.の
出
産
で
あ
っ
た
が
、
主
人
が
留
守
の
屋
敷
で
、
一̂

の
き 

り
も

り

か

ら
の
世
話
と
心
細
い
思
い
を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

長
女
が
生
ま
れ
て
五
年
目
に
次
女
を
出
産
す
る
が
、
そ
の
子
は
年内

に
亡
く 

な
り
、
次
の
年
に
は
七歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
長
女
ま
で
失
っ
た
。
そ
の
後
子 

供
は
な
く、
通
女
に
と
っ
て
こ
れ
は
大変
な
で
あ
っ
た
だ
ろ
う。

夫
の
映
門
は
、
十
九歳
で
^
-
姓
と
な
っ
て
以来
、参
勤
交
代
に
は
そ
の
っ 

ど
お
供
を
し
、
家
庭
に
1

も
な
い
生
活
が続

く
が
、
近
習
頭
、
御
番
頭 

と
な
っ
た
四
十歳

こ
ろ
か
ら
は
漸
^
!内
に1

き
、
疲
弊
し
た
藩
の
財
政
立 

て
直
し
に献

身
す
る
ょ
う
に
な
っ
た
。
陣
屋
の
南
に
天
神
池
を
築
造
し
た
り
、

の
再発

行
を
し
た
り
、
松
山
藩
か
ら
一

千両

を1

し
た
り
も
し
て
い
る
。

松
山
藩
が
苦
し
い
財
政
の
中
か
ら
資
金
を
融
通
し
た
裏
に
は
、
矢
部
家
や
日 

等
の縁

戚—

や
知
人
の
協
力
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

映
門
は
そ
の
後
大
目
付
と
な
り
、
代
官
を
兼
務
し
、
御

1

筋
諸1

^
 

と
な
っ
て
、自
ら徳

米
の
一
部
を
返
上
し
、
上
米
を奨
励
し
た
り
、
^
令
を 

出
すー

方
、
河
川
や
溜
池
の
改
修
、
殖
廣
業
に

1

思
を
そ
そ
ぎ、
ー
万
五
千 

両

に
お
ょ
ぶ
藩
の
服
に
つ
と
め
、数

!̂
に
は
余
裕
金
六
千両
を
蓄
え 

て
財
！̂¢1

建
に
成
功
し
た
。

し
か
し
彼
は
、
そ
れ
.ほ
ど
頑
健
な
％:^で
は
な
か
っ
た
の
で
、
健
康
を
維
持 

す
る
た
め
に̂
し
た
。

彼
は
馬
廻
役
を
し
て
馬
術
の
免
許
を
と
り
、
馬
を
使
う
こ
と
が
多
か
.つ
た
こ

と
も
あ
り
、
早
く
か
ら

一:

を悪
く
し
て
い
た
。
三
十
一歳

の
時
に
は
、
下
血
不 

快
が続
き
、
半
月
を
か
け
て
囊
湯
治
に
出
か
け
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う 

な
％̂
;で
重
責
を担
っ
て
勤
め
に献

身
す
る
夫
を
助
け
、
通
女
は
よ
く
長
谷
部 

家
を
守
っ
て
き
た
。

3
菊
圃
と
し
て
俳
諧
の
道
へ

天
保̂
-、
五
十歳

を
す
ぎ
た
映
門
は
、体

力
の
衰
え
を
感
じ
、
甥
を
養
子 

に
迎
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、隠

居
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に 

若
いこ
ろ
か
ら心
引
か
れ
て
い
た
俳
諧
へ
の
思
い
^
^
か
っ
た
。

そ
し
て
天
保
六
年
春、
か
つ
て
自
分
が
築
造
し
た
天
神
池
の
ほ
と
り
に
さ
さ 

や
か
な
別
在
「1

園
」
を
建
て
、
こ
こ
を
俳
諧
修
業
の
根
城
に
す
る
こ
と
と 

な
っ
た
。
天
保
九
年
に
は
念
願
の隠

居

^
^さ
れ、
そ
れ
髮
は
妻
の
通
女
と 

共
に
ひ
た
す
ら
篇
の
道
に没

頭
し
た
。
通
女
が
「菊
圃
」
と
い
う
俳
名
を
使 

い
始
め
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
、
兄
の
伯巌
に
八
！
し
て
も
ら
っ
た
も
の
と
い 

わ
れ
て
い
る
。

1

園
が
完
成
す
る
と
、
早
速
近
1

山
や黒

河
石
漁
.
佐
伯
茶
隣
な
ど
近 

隣
の
雅
客
の̂
^
を
う
け
、
ま
た
そ
の
八
月
に
は
田
川
鳳
朗
が
^
^
湯
治
の帰
 

り
を
二
人
の
弟
子
と
共
に
逗
留
し
て
俳
諧
一
座
を
ひ
ら
く
な
ど
、

1

園
を
め 

ぐ
っ
て
諸国

の
俳
人
が
次
第
に参

集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

菊
園
は
映
門
に
か
し
ず
い
て
、
そ
の
つ

'
^
^
に、
俳
諧
へ
の参

加
に
、
多 

忙
を
き
わ
め
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
映
門
の
俳
人
と
し
て
の
活
躇
も
十
年 

に
す
ぎ
ず
、
彼
は
辜
氷
元
年
、
菊
園
が
還暦

を
迎
え
た
年
の
正
月
に
他
界
し
た
。

菊
園
は
そ
の
後、
映
門
の
遣
志
を
つ
ぎ、

園
主
人」
と
し
て、
映
門 

巢
交
流
の
あ
っ
た
諸国

の
俳
人
や
、
伊
予
近辺

の
人
び
と
と
も旧

情
を
暖
め
、
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蠢
か
ら届

い
た発

句
を
『文
#
^
^

』̂
に
ま
と
め
た
り
、
奉
^
^
の
判
者 

に
な
っ
た
り
、
桎
.の
玉
鵷
に
句
評
を頼

ん
だ
り
し
な
が
ら
靈
の
道
を歩

み続
 

け
た0菊

圃
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
文
久
三
年

(
一
八
六
三)
二
月
、
七
十
六歳
で 

あ
っ
た
。

ニ菊園の俳諧
菊
園
の残
し
た̂
^
の
殆
ど
は
、
映
門
の
遣
搞

「 ¢
0

園
草
稿
」
の
中
に
ま 

と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他、
玉
嘯
に
句
評
を頼

ん
で
書
羞
っ
た
も
の
や
、
色
紙

.
短
冊
、
あ 

る
い
は当
時
！
^5

さ
れ
た発

句
集
に
散
見
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含 

め
て
お
ょ
そ
六
百
句
程
度
で
、
俳
諧
の

1

は
長
短
合
わ
せ
て
三
+
1̂
余
り
と 

な
っ
て
い
る。

い
く
つ
か
に
ふ
れ
て
み
た
い。

1

松
山
へ
の
旅
(天
保
七
年
)

桜

三
里
の
山
中
に
て
一
二
句

駕
能舁
の
足
く
る
ひ
け
り
雉
子
の声
 

菊
圃 

花
盛
り黙
つ
て
通
る
山
路
か
な 

〃

菜
の
花
の
ま
だ
ら
に咲
や
山
の
畑 

〃

大
篇舎

庭
前
の
お
も
む
き
、
山
野
海
浜
そ
こ
は
か
と
な
く
篇
を
つ
く 

し
て
何
た
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
見
ぬ
も
ろ
こ
し
の
沙
汰
な
れ
ど
彼
の
瀟 

湘
の
八
ツ
の
な
が
め
も
こ
の
一
味
の
風
光
に
や
は
お
よ
ぶ
と
眼
に
あ
ま
る
ば 

か
り
、
如
何
な
る
人
か
こ
と
葉
を
出
さ
ん
。

兼
て
約
せ
し
事あ
り
とて1

に
居
た
ま
は
ぬ
こ
そ
ロ
惜
け
れ
。
さ
す
が に

響応

も
念
ご
ろ
な
る
^
'居
の
僧
に対
し
て

加
減
ょ
き
茶
を
呑
ま
せ
た
る
か
す
み
か
な 

映
門

同
寺
に
て

入
り
か
、
る
日
を
き
り
し
ま
の
盛
り
か
な 

菊
圃

東
シ
野
新
助
宅
に
て

青
麦

の
向
ふ
に黒

し
御
城
山

 

映
門

東
野
一
^
屋
吟
松
庵
に
て 

此
花
の
盛
り
が
ゆ
か
し
か
き
つ
ば
た 

菊
圃 

大年寄藤岡亨の牡丹見にいざな：！

れて

雪
霜
の
手
入
れ
も
見
ゆ
る
牡
丹
か
な 

映
門

お
な
じ
く

誉
や
ぅ
に
こ
と
葉
の
足
ら
ぬ
牡
丹
哉 

菊
圃

(
『静

佳闽
草
橘
』
ょ
り)

こ
の
時
の
松
山
行
き
の
目
的
が
何
で
あ
っ
た
か
さ
だ
か
で
は
な
い

が
、

こ
の 

年
は
菊
圃
の
父
宗
玄
が
亡
く
な
る
前
年
で
あ
り
、
老
父
の
見
舞
も
か
ね
て
い
た 

の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

丁
度
こ
の啤
京
都
の
置
と
い
，
备
人
が
旅
亭
に
訪
ね
て
き
て
、
映
門
と 

表
六
句
の両
吟
を残
し
、
ま
た
馬
雪
と
の両

吟
も残
し
て
い
る
。

松
山
へ
は
、
こ
の
前
後
に
も
幾
度
か
出
向
い
て
お
り
、
親
戚
に掬

月
.
玉

鵷
 

夫
妻
や
半
助.蘭
友
夫
妻
も
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
を
含
め
て
松
山
方 

面
の
俳
人
と
の1

は
親
密
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

2

俳
諧
の
連
歌 

菊
圖
は
映
門
の
妻
と
し
て
、
^
^役
も
か
ね
て
俳
請
の
場
に
は
同
席
し
、
ま
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た
一
座
に
加
わ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

「1

園
草
稿
」Iに
ょ
る
と、
天
保
六
年
に
は
六
回
、
同
七
年
に
は
四
回
、 

同
八
年
に
は
六
回

I

座
し
て
い
る
。
天
保
八
年
に
は
、
^

6

佳
園
に
逗
留
し 

て
い
た
笹瀬2

と
共
に
新
年
を
迎
え
、
映
門
.
菊
圃
と
三
吟
を
興
行
し
た
。

静

佳
園
にあ
ら
玉
の
春
を
迎
へ
て 

\

洛
の
東
山 

千
崖 

1

う
ち
つ
け
に麦

の
は
つ
日
や
野
の
み
ど
り 

2
冬来

し儘

の
う
ぐ
ひ
す
の声
 

映鬥
 

3

天
水
に
な
だ
る
、
雪
を
溜
め
さ
せ
て 

菊
圃 

4
山
へ
と
^
け
と
咳
ぱ
ら
ひ
す
る 

崖 

5
小
相
撲
の
其処

へ
出
か
け
る
暮
の
月 

門 

6
朴
の
葉
ひ
と
つ
ぱ
さ
-

と
散
る 

圃 

1黄

檗
は
置
洗
濯
も
早
う
す
み 

堪 

2
蒸
な
を
さ
せ
る
虎
屋
饅
頭 

門 

3
年
ょ
り
も
賢
き
坊
ン
が
も
の覚

え 

圃 

4
高
い
と
こ
ろ
へ
す
、
む
幟
り
見 

围
 

5

へ
つ
た
.
0
と酔

の
醒
た
る
靄
通 

門 

6
12
か
ら
ふ
ね
へ
言伝

を
す
る 

圃 

7
今
さ
き
で
門
と
あ
か
さ
れ
た
顔
も
せ
ず 

崖 

8
暖
簾
へ
だ
て
、
人
の
耳
か
る 

門 

9懐

に
不断

は
な
さ
ぬ
し
ろ
鼠 

圃 

10
い
つ
ま
で
寒
き
梅
谷
の
月 

崩 

11
松
と
花拝

む仏

も
な
か
り
け
り 

同 

12
子
供
ぱ
か
り
の
寄
て
畑焼
 

圃

菊
圃
の
表
三
句
は
、
前
の
句
の
「馨
」
を
う
け
て
人
蠢
な
句
に
し
て
い 

る。
表
六
句
は
、
前
の
句
が
定
座
の
月
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
秋
の
暮
れ
の
景 

を
つ
け
た
。
裏
三
句
は
、
前
の
「饅
頭
」
か
ら
引
き
出
し
た
も
の
か
、
よ
く
使 

わ
れ
る
幼児

の
ほ
め
言
葉
を
出
し
た
。
裏
六
句
は
、
靈
が
か
り
で
漁
の
で
さ
な 

い
漁
夫
が
酒
で
無
聊
を
ま
ぎ
ら
し
て
い
る
所
へ、
明
日
の
段
取
り
を
舟
か
ら
舟 

へ
連
絡
す
る
と
い
う

.の
で
あ
ろ
う
。
裏
九
句
は
、
前
の
句
の
！

^

廉
」
か
ら
、 

そ
の
染
め
色
が
シ
ロ
ネ
ズ
色
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は

1

の
婆
さ
ん
か
ら
の 

連
想
か
。
昔
は
よ
く
白
鼠
を
ペ
ッ
ト
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
揚
句
は
、
子
供
の 

畑焼
で
終
っ
て
い
る
。
そ
の
前
が
「花
」
の
定
座
で
あ
り
、
映
門
は
「花
の
雲 

鐘
は
上
野
か浅

草
か
」

「辛
崎
の
松
は
花
よ
り
朧
に
て
」
な
ど
を
ふ
ま
え
て
ま 

と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う。
そ
れ
に
の
畦焼
き
を
つ
け
た
が、
菊
圃
に
と
っ 

て
は、仏

は
子
供
に
結
び
つ
く
存
在
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
子
供
は 

大
人
へ
の
出
^
畑焼

き
は
農
業
の
一
年
の
出発

と
し
て
め
で
た
く
し
め
く
く 

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
半
歌
仙
で
菊
圃
は
六
句
の
う
ち
子
供
を
二
度
，
^
し 

て
い
る
。
幼
い
子
供
を
二
人
-
^
っ
て
い
る
菊
圃
に
と
っ
て
子
供
へ
の
思
い
は 

！

な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

3
菊豳
の
子
供
の
句 

菊
圃
に
は
子
供
を
詠
ん
だ
句
が
目
立
つ
。
そ
の
い
く
つ
か
を抜

い
て
み
た
。

1

抱
て来
て児
に
も

ら̂
す雑
煮
か
な 

2

ふ
た
つ
子
の
行
ハ
&

し
け
さ
の
春 

3

抱
上
て児
に
折
ら
せ
け
り
赤
椿 

4
 

眠
る児
の
手
か
ら
こ
ぼ
す
や
花堇
 

5

揚
つ
け
て児
に
も
た
せ
る
や

一  22-
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6

離
±4
の
子
に
年
問
ふて
み
る
潮
干
か
な 

7
 
軽

—
と
子
供
の
走
る
拾
か
な 

8

親
に
添
ふ
て
岩
下
り
か
ね
る
鹿
子
か
な 

9

乳
を
や
め
て
何
か
立
聞
鹿
子
か
な 

10
道
か、
る
子
を
抱
の
け
る
蚊
逋
哉 

11
赤
い画

を悦

ぶ' ^
の
扇
哉 

12
稚
き
が
結
句
上
手
な
踊
哉 

13
を
ど
り
出
て児

の
む
し
り来

る
紫
苑
哉 

14
誰
のぞ
と児
の来
て
視
く
砧
哉 

15
走
る
と
て児
の
こ
は
が
る
炭
火
か
な

一
番
と
三
番
は、
子
を
「抱
く
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
四
番
と
五
番
は
「手 

か
ら
こ
ぼ
す堇」

「手
に
も
た
せ
る
風
」
で、
幼児

の
手
が
見
え
る
。
十
番
は 

「這
い
か
か
る
子
を
抱
き
の
け
る
」
、
十
一
番
は
「赤
い絵

の
扇
子
を
よ
ろ
こ 

ぶ」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
方
、
詠
み
方
は
、
子
を
育
て
た経
験

の
あ
る 

4
3̂
1

で
な
く
て
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
幼児

を
早々

に
失
っ
た
菊
圃
の
心
が 

察
せ
ら
れ
て
哀
れ
で
あ
る
。

4 
菊
圃
の
や
さ
し
さ 

子
を
失
っ
た
か
ら
子
供
を
よ
む
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
菊
圃
は
心
の 

や
さ
し
い產

で
あ
っ
た
と
み
え
て
、
女
ら
し
さ
、
や
さ
し
さ
の
に
じ
み
出
て 

い
る
句
％̂
!所
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
そ
の
い
く
つ
か
を並

べ
て
み
た
。

1

元
朝
や
拾
ふ
て
除
け
る
雪
の

鑒 

2

お
な
じ
う
た
か
へ
し
て
た
た
ふ
手
毬
哉 

3
 

む
す
ぶ
手
に
散
る
梅
た
ま
る
流
れ
哉

4

も
ら
ひ
人
の気
儘
に
折
ら
す
野
梅
か
な 

5
 
戸
口
か
ら
猫
呼
ぶ
里
の
霞
か
な 

6

駕
の戸
を両
方
あ
け
て
春
の
風 

7
 

春
雨
の
溜
り
を
あ
び
る
雀
か
な 

 ̂

8

水
際
に
へ
!！；：並

べ
た
る
蛙
か
な 

9

土
の儘
紙
に
包
む
や
初
蕨 

10
散
る
花
に
ち
よ
い
と
刎
た
る
小鲇
か
な 

11
動
か
し
て
居
る
魚
の
あ
り
杜
若 

12
早
乙
女
の
顔
美
し
や
笠
の
ひ
も 

13
よ
け
よ
け
も
客
に
蚊
遣
を
あ
ふぎ
け
り 

14
鐘
の
聲
す
ら
り
と
通
す
薄
か
な 

15
山
茶
花
や
人
が
ら
も
よ
き
尼
が
軒

一
句、
元
日
、
雪
の
上
の
塵
を
手
で
つ
ま
ん
で
の
け
る
し
ぐ
さ
。
二
句、
同 

じ
唄
を
返
し
て
相
手
を
讚
え
る毯

つ
き
。
三
句、
流
れ
る
花
び
ら
を
手
で掬

い 

と
る
し
ぐ
さ
。そ
れ
ら
は
女
性
な
ら
で
は
の
や
さ
しさ
が
に
じ
み
出
て
い
る
が
、 

こ
の
よ
ぅ
な
所
が
菊
圃
の
句
の
^

と
な
っ
て
い
る
。

5
 

「静
佳
文
音
句
留
帖
」

菊
園
の残

し
た
も
の
の
一
つ
に
『

1

文
留
帖
』
が
ある。
これは諸 

国
^
届̂
い
た
書
簡
や&5

物
^
'発

句
作
者
名
を
^
したものであ 

る。
そ
れ
は
映
門
の
遣
志
を
つ
い
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
嘉
永
三
年
か 

1

久
元
年
ま
で
の
十
二
^

糖
け
ら
れ
、
三
百
四
十
三
人
の
ニ
千
八
百
五
十 

ニ
句
を
ニ巻
に
ま
と
め
て
い
る
。
映
門
の没

後
ニ
年
間
は
、
彼
が
遣
し
た
『静
 

隻
#1

¢

帖
』
第
六巻

の
會
に^8

が
書
き
つ
い
で
い
る
の
で
、
そ
の
分
を



加
え
る
と
、
彼
女
の
記録

し
た
も
の
は
も
つ
と
多
く
な
る
。

こ
こ
に
載
せ
た
の
は
、
嘉
永
元
年
か

^X

久
元
年
ま
で
に
菊
圃
が
書
き
と
め 

た
松
山
の
人
び
と
と
そ
の
句
で
あ
る
。

因
阿
渡辺

七
郎
水
音
の寝
耳
に
寒
し
は
つ
さ
く
ら

,

1

奥
平弾
正 

蝸
牛
角
い
つ
ぱ
い
の
世
界
か
な 

1

村
1

之
助 

山
眠
る
中
か
ら
牛
の
吼
に
け
り 

可梅西村氏裏表から燕来
る礒
家かな 

掬
月石原氏寐静
マるうへや漁村の盆の月 

玉
，痛
掬

月
室 

裸
木
の
透
間
に
白
し
冬
の
月 

1

—

§
1
 

雁来
る
や
月
も
夜
に
入
る
湖
の
う
へ 

1

井
門伝
作 

水
呑
に
木
樵
も
出
た
り
閑
古
鳥 

小'春蟻室

 

朝
か
ほ
や
翌咲
は
な
の
あ
れ
ぱ
こ
そ 

靈
津
田
半
助

 

移
り来
て
月
も匂
ふ
や
軒
の
う
め 

511111

茶
や
十蔵
 

ほ
か
の
樹
に
闇
を
も
た
せ
て
散
る
さ
く
ら 

黙
翁
町 

や 

掌
や仏
浴
ふ
た
鑛
の
あ
ま
み

映
門
は
、
天
保
六
年
か
ら
亡
く
な
る
前
ま
で
こ
の
仕
事
を続

け
、
そ
れ
を
六 

巻

に
ま
と
め
た
が
、
そ
の総
数

は
七
百
六
人
、
七
千
百
六
句
に
の
ぼ
る
。
そ
の 

う
ち
伊
予
の
俳
人
は
七
十
七
人
で
八
百
六
十
九
句
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
菊
圃 

の
分
を
合
わ
せ
る
と
百
人
に
近
く
、
千
四

¢
1
¢

'に
あ
ま
る
。

映
門
の
！

中
か
ら
み
る
と
、
菊
圃
の
俳
壇
に
お
け
る
！
^
は
少
な
く
な
つ 

て
い
る
が、
彼
女
は
つ
づ
ま
し
く
を
保
ち
な
が
ら
-
諧̂
の
道
を
す
て
な 

か
っ
た
。

こ
う
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
の
記録

は
、当

時
の
諸国

俳
人
の
人
名録

と
も

な
り
、
ま
た#
^
俳
人
の
分
布
や当

時
の
俳
壇
の
動静

を
伺
う
上
で
も

I

量
な

^

と
な
つ
て
い
る
。

菊
圃
は
映
門
の
三
周
忌
に
あ
た
り
、
彼
の
遣
稿
を
『別
れ
霜
』
乾
坤
ニ巻
に 

わ
け
て
板
行
し
た
。
一巻
は
映
門
の
句
集
で
あ
り
、
他
は

『
¢
¢
1文

#!!！ ?

帖
』 

か
ら
採
っ
た
諸
！一
^
人
の
句
集
で
あ
る
。
こ
の
句
集
は
梅
之
本為

山
の
手
を
借 

り
て1

し
た
も
の
で
、為

山
と
は
そ
の
後
も
親
し
く
接
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、 

『句
留
帖
』
に̂
^
の
多
く
の
句
が
採録
さ
れ
て
い
る
。

三
江戸
時
代
の
女
流
俳
人

菊
圃
の
ま
と
め
た
『
1

文
#
!
!
?
^
^』

に
出
て
い
る
伊
予
の
俳
人
の
中
で
、 

產

は
わ
ず
か
に.二
人
で
あ
る
。§
0

俳
壇
で
み
る
と
女
性
の
方
が
む
し
ろ 

多
く、
結
社
を
主
宰
す
る
女
流
も
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
江戸

時
代
の
女
性
が 

俳
壇
の
道
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
程
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で 

あ
ろ
う
。

菊
園
を
は
じ
め
玉
鵷
や
小̂
!、闌

友
に
し
て
も、
彼
女
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
俳 

人
で
あ
る
主
人
に従
っ
て
句
作
を続

け
て
い
る
。畫

に
お
い
て
主
人
の
理
解 

4

力
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

有
名
な
加
賀
の
女
に
は
、
—

説

と
不
婚説

と
が
あ
る
が
、
後
に
尼
と 

な
っ
て
俳
女
と
し
て
の
道
を
貫
い
た
。
元
祿
の
四
女
流
と
い
わ
れ
る
智
月
.
捨 

女
.
秋
色.
園
女
も、
そ
れ
ぞ
れ
夫
と
共
に
篇
の
道
を歩

ん
だ
。
智
月
は
養 

子
に
し
た
弟
が
、
色
蕉
の
門
人
乙
州
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
女
た
ち
は
、
主
人
と 

死
別
し
た
後、
尼
僧
と
な
っ
一

-

^諧
の
道
を
極
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情 

は
あ
る
だ
ろ
う
が' 藩
政
時
代
に
女
性
が
家
庭
に
あ
り
な
が
ら

|

つ
の
道
を
極

- 2 4  —



め
る
と
い
う
事
が
、
い
か
に
困
難
で
あ
っ
た
か
を
知
る
思
い
が
す
る
。

そ
う
い
う
中
で
、内

に
あ
っ
て
は
藩
士
で
あ
る
主
人
の
激
務
を
支
え
、
ま
た 

夫
を
援
け
て
共
に
句
作
に
は
げ
み
、
主
人
亡

^
^
も
そ
の
遣
志
を
つ
い
で
^
!

,
の拠

点
「
1

園
」
を
守
り
、1

を
俳
諧
の
道
に
生
き
た
菊
圃
の
生
涯
を
、 

ち
：̂
め
て
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

四
子
規
山
脈
の
背
後
に
も
光
を
あ
て
よ
う

一
般
に
天
保
の̂6
は
I

で
ダ
メ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て
さ
た
。

『伊
予̂
一
史
』
(影
浦
勉
著)
に
よ
る
と、
天
保
一
^
は
「俳
諧
史
の
上 

に堕

蓮
を
現
出
す
る
に
至
っ
た
」
と
さ
れ
、
「全
く
月並

調
の
拙
劣
な
も
の
」 

で、

「そ
の̂
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
ず
」
と
あ
る
。

(一

五
五
頁)

こ
う
い
う捉
え
方
は
、
通説

に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
子
規
の霄

革
新
運 

動
以来

の̂
一
で
も
あ
る
。

羞
は
、
天
保
の
俳
壇
を
代
表
す
る
と
さ
れ
て
い
た
蒼虬

と
梅
室
に
つ
い
て
、 

「彼
ら
に
は
俳
人
の
資
格
な
し
」
と
き
め
つ
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
別
の
所
で
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
另

保
の

^1
5

を
一変
し
た 

る
は
、実

に
成
田
蒼乱@功
な
り
。
功
各
た
大
な
り
」
。
つ
ま
り、
子
規
は 

そ
の
論
点
に応
じ
て
評価

を
か
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
規
は
「写

生
」
の説

を
霧
し
た

哼
赢
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
そ 

の対
極
に
天
保
の
俳
諧
を
お
い
て
、
こ
れ
を
傍
薦
人
に
き
り
す
て
た
。
こ
れ 

は
短
歌
革
新
の
時
も
同
じ
で
、

「貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
古
八

凑
は
く
だ 

ら
ぬ
集
に1

候
」
と
い
つ
て
い
る
。
こ
の
く
ら
い
言
わ
ね
ば、
人
び
と
は
驚 

か
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
革
新
1

の
旗
あ
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、 そ

の
意図
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の

1

を
我
わ
れ
は
一
面
的
に
受
け 

と
り
、
天
保
の̂5

や
古
八1-#!

を
今
に
濃
の
な
い
つ
ま
ら
ぬ
も
の
と
考
え
て 

い
る
。
だ
が
、
こ
れ
で
は
子
規
の真

意
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
と
は
い
え
な 

い
の
で
は
な
い
か
。

『伊
予
の̂一一』

で
星
加
宗I

氏
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
另

保
の 

籍
等
に
至
っ
て
は
、
ろ
く
に読
ま
れ
も
し
な
い
で
、
十
把
一
か
ら
げ
に
や
っ 

つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
を気
の
毒
に
思
う」

の
風
潮
な
ど
に
支
配
せ
ら 

れ
て
で
き
ふ
で
き
は
あ
っ
て
も、
た
れ
し
も
が
己
が
最
善
を尽

く
し
て
作
句
し 

て
い
た
に
違
い
な
い
こ
と
を
思
ふ
時
、

I読

の労

苦
を
お
し
ん
で
は
な
ら
な
い
」 

0

1
つ
ま
り、じ
っ
く
り
と！̂
に
先
人
の
作
品
を
よ
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う 

の
だ
が、
こ
こ
に
ば
彼
の真

面
目
な
人

—

が
出
て
い
る
。
勿
論
、
批
評
は
批 

評
とし
て厳

正
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
先
輩
.
故
人
の
作
品
に
向
か
う
に 

は、
こ
の
よ
う
な
態
度
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

當
の
世
界
に
お
い
て
、
よ
く
「子
規
虛
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。 

そ
れ
は、
子
規
の

1
1̂

生
」
の説

を
か
か
げ、

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
中
心
と
し 

た
流
れ
で
、虚

子-碧
梧
桐
か
ら
鳴
雪
.
鼠
骨.
極
堂
な
ど
、
そ
れ
か
ら
昭
和 

に
入
っ
て
、
草
田
男
.
波郷
や
篠
原
梵
な
ど
と
多
士済
々
で
、
峯々

は
^
^
と 

高
く
、
今
や
伊
予
は
「俳
句
王国
」
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
子
規
を
一
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
彼
を
一
つ
の
頂
点
と
す
る 

^

I

歴

史
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
大

5；

だ
が、
そ
れ
は
主
と
し
て
子
規
以 

後
の̂

^

に
つ
い
て
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
子
規
以
前
か
ら続

い
て
い
る 

事
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る。

の
前
面
だ
け
に
光
が
あ
て
ら
れ、
そ
の
背
後
が
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影
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
規
はI

日
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ

3
6

の
俳
諧
の歴
史
を 

背
負
っ
て
子
規
の
存
在
が
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
「子
規

3
^

」

を
考
え
る
な
ら
、
我
わ
れ
は

1
4
^
^

の
俳
諧 

史
に
あ
ら
た
め
て
光
を
あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は、
元
祿
時
代
の
松
平
三
嘯
や
久
松粛

山
あ
た
り
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な 

く
て

は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
後
連
綿
と
し
て
、
あ
る
い
は
栗

1

堂
に
至
り
、 

ま
た
芭
蕉
塚
を
建
て
て
正
風
復帰

を
唱
え
、

¢
1
1会

を毎

年続
け
て
き
た
長
谷 麗

門
や
菊
圃
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
の
よ
ぅ
な
流
れ
が
子
規
以 

前
に
^
!
し
たこ
と
を理
解
し
な
け
れ
ば
、

「伊
予
の
子
規
」

「松
山
の
子
規
」 

を歴

史
的
に
評価
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

今
日
の
「子
規
山
脈
」
の
姿、
あ
る
い
は
「臂
王国

伊
予
」
の
存
在
も、 

多
く
の
先
輩
た
ち
が営
々

と
築
き
上
げ
て
き
た
俳
諧
の歴

史
が
あ
っ
た
か
ら
だ 

と
思
う
の
で
あ
る
。(平

成
七
年
十
月
例
含
(周
桑
郡̂
^
町
新
屋
敷)

付長谷部菊圃年譜

文
I
年

八

文
政
元
年

X

八

文
化
12
年

五

I

年

八

！
年

X

文
化
3
年

了'
〇
六

I

年

七
八 
八

年

号

結

元

1 X 六 一
年
齢

七
月、

次

望

間
も
な
ぐ
死
亡。

雲
1

芒

1
還
暦
を
祝
〇

1I
生

十

月。

映
門

1
矣

金
毘
羅

こ？

1

太
日

松
藩
長

謹
正

涵

1

名 慘
は1 山 
通。！ 藩

巖 甚
の 五  
三 左
歳 痼
下 3 の 篤  
妹 の  
〇 次 

女 
と 
し 
て
出
生

菊

圃

事

項

藩 映  
礼 門  
発 四  
5 十
松 歳  
山 0 
藩 近  
よ 習  
り 頭11

爵 池
令 を  
。 築 

造

映
門

七

映
門

四
歳

窫

0

映
門

出

江
尸
で
丰
代
尼
句
集
を
写

映
門

十
歳

四
月
駿
府

を
終
元
帰
国

馬 映  
廻 門  
役 ニ  

十 
百 五  
5 歳 。

と 翌  
な 年  
る 父  
0 の 

こ 隠  
の 居  
春 に

場 ！
震

当 映  
時 門  
夫 七  
飢 歳  
饉 映

門

事

項
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天
保
11
年

八
四
〇

I

年

八

石

天
保
9
年

7\

X

？
年

天
保
7
年
/―\

X

I

年

云

天
保
5
年

八

酉

文
政
7
年

7\

@

互 五 五 五
〇

四
九

四
へ

四
七 宕

2  、 1  I
戸 五 . 追  
^ 木 拝 福  
等 - 一 飞 の
か 目 可 . 句  

1 一

的
巻 日 ^ 1 狂 
、 向 起 に  

発 ^  〇 参  
句 ' 京 拝  
七 又 〜 ， 
十 愚 、 恝 一 へ 風 冬  
。 日 阿 に

囪 ^ 夫

兄 ！ 春、
鲁 2  8
等 参 後  
く 加 鋈

1 * 1  
ニ 桃 あ
卷 ノ り 。

1 屋 气

！ 曼麗
あ ' 記  
り 茂 念  
。 推 #

初 5  六 肖
|  8

等， 赛

灣贏

1 1

発 素  
句 玉

〇 /

1

雲
泉
等
が
来
訪

I

4

渔

竿
七

俳 凡 五 藤 春  
諧 鳥 獅 闹 ニ  
四 ^ 子 亭 夏  
卷 淡 & 等 ニ  ' 海 讚 に 夫  
発 ー 崃 て と  
句 、 & 句 共  
七 干 、 あ に  
十 - 都 り 松

。 ド “
、橐 時 1」。

黄 0 尊 六 州 北 会 林  
0 野 。 寺 籀 ー 出 、 
成 、 席 東  
^ 釜 す &  
等 魚 る 呤  
が ー 。 松 
来 浪  庵 
訪 華  〜

1 曼 I  

| 1 |  

| 董屬
巧 麄 蠢
| 8 |  

8 、 8  
' 蘇 〜

発 山 さ  
句 ^ 窓

| 饔 2

一 そ 。 
の 、

！ 黃

1 1
し 浄
の 异

1！
つ。 逼

女 
と 
し 
て 
参  
加。

雪
稀

祝0
靈
患歿

俳 切 鳳 映  
諧 春 朗 門  
十 、 よ 五  
5 菊 1 十 卷 圃 桑 九  

' そ 状 歳  
発 の 。 。 
句 他 諸  
ニ と 国  
百 横 附  
ニ 峰 廻
十 寺 进  ノ、 参 鬍

〇

送 秋 映 . 
る ' 門  
〇 翁 五  

辦 塚 十  
1 遺 八  
六 5 歳  
卷 記  0 

、 孝 菊  
発 潑 圃  
句 廻 と

軍 警 議
四 蒼 に  

に 句

！ ！

\

隠 映  
居 門  
を 五  
許 十  
さ 七  
れ 歳  
甥  〇 
の 俳

痄 十
が 七  
桓 卷  
繞 、
す 発
る 句
〇 百

十
六〇

映
門
五
十

I

八

茜
句
百
士

〇

俳 を 養 映  
諧 改 子 門  
千 め 義 五  
# て 應 十  
。 養 が 五  

発 子 江 歳  
句 に 戸 。 
四 迎 に
十 え 2  九 る 病  
〇 〇 死

1
の

蠢
彀
茇

俳 等 映  
諧 を 門  
十 記 五  
ニ し 十  
卷 始 四  
0 め 歳  

発 る  0

舉 疆
七  園へ 萼

I I

色 春

I I

代 映  
官 門  
心 五  
得 十  
御 芑  免 歳

鍵 。

I
と
な
る

後 映  
に 門  
代 四  
官 十
心 三
辫 歳

お 大  
勝 @% &

1 8  
敢 面  
締 1  
と 敗  
な 調  
る 被  
。 仰 

付。
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嘉
永
2
年

ノマ
四
九

1
兀
年

八
四
八

化
3
年

八
四
六

弘
化
2
年

八
四
五

弘
化
元
年

八
四
四

I
14
年

八

0

天
保
13
年

八
四

天
保
12
年

高

年

元

空 六 五
九

五
八

五
七

五
六

五
五

五
四

年
齢

！ 疆 屬  

。 養 き
旬 に
帖 句
し ~ あ
に り  
五 〇 
十 十  
七 月
人 ニ  、 映 
ニ 門  
七 追  
六 福  
句 の  
を 時  
収 雨  
録 会  
し あ  
巻 り  
六 〇 
を 
終 
る

上
〇
六 
巻  
ま 
で
七 
〇 
四 
人

七

〇
六

ぐ 句 映  
。 が £3 

こ 載 瘦  
の る  0 
年 。 十 
六 映 4  
十 門 映

交 3 3
= 1 1  
四 文 時  
九 音 雨  
句 荀 会  
を 帖 あ  
記 し り  
入 を  0 
す 逢 —1 
今 中 窓

1！

共 一 1 
に な  
句 つ  
が 衣  
載 し

1

屍

1

に
そ
れ
ぞ
れ
映
門
と

の 一 ) 
ぬ 知

3久 
い 佐
つ し
ま 6  で 映  
草 門

序 に  
文 肖  
0 像 

発 が
句 飯
十。 る。

さ
ぐ
ら
戸

11 
発 眼  
句 の  
あ 連  
り 歌  
0 に 

俳 一  
諧 座  
一 す  
巻 る

1 ^ ̂1 
迺

に
映
門

等 門 竹  
が 々 臣 
来 典 の  
訪 に 旅  
6 句 立  

発 あ に  
句 り 銭  
十 。 の 
九 烏 句  

1 5 谷 を  
、 送 

月 る  
坡 〇

3 麗

§1

潮 弘 春

等 三 孤  
が 年 竜  
考 ま が  
訪 で か  

句 ぞ  
进 グ ぃ

卷 さ 祝
、 れ い

発 る て  
句 45句

青  一1 
和 花  

、 供 
凡 養  
鳥 1~  
^ に

亀 春

等 鳳  
来 朗

11 
ニ の
巻 句  
、 あ 

発 り  
句 0 
ニ 岱  
十 年

ヽ
烏
谷

菊

圃

事

項

映
門
六
十

歳

111 
多 文 発  
し 章 句  
13帖 帖

、 、

ひ 佳  
で 5
草 蒔

葵 映  
翌 門
に 六  
乞 十  
わ 五  
れ 歳  
句 〇

巧屏
I
に
名
が

る

11 
る。 相 0 生 
俳 集
諧 し  
三 に  
巻 句  
、 あ 

発 り 。 句 。

？1 
一 園
。 霱稿

は
こ
の

俳 映  
諧 門  
四 六
尋 士

句 0 
六  一! 
十 お  
八 ひ  
〇 さ 

ら へ 
1―
に
句
あ
り。

千 頂 映  

行 宝 十

I ？ ^
五 苺 九  
' 蕉 月  

発 塚 ニ  
句 竣 条  
六 ：!； 殿 
十 。 に 
、 百 て  43五 上  

十 席  
年 宗  
忌 匠  
逼 の  
福 御  
百 案題 印

俳 映  
諧 門  
士 六

， 歳  
発  。 
句 還  
百 暦  
七 の  
十 賀  
―  あ 
〇 0

映
門

1
I%ヽ
発
句
四
十
七

映

門

事

項
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文
久
3
年

八
六
0

I

年

八

文
么
畢

八
六

万
延
兀
年

八

9

！
年

八 
五
九

1
年

八
五
八

安
政
4
年

八
五
七

%
政
3
年

六

%
政
2
年

ノ 1  
五

%
政
元
年

八
五
四，

I

/―V

八
五
0

1

年

八
五
ご

I

年

マ'
1

年

八
五
〇

左 七
五

七
四

セ 七 七 七
〇 ノ九 7\

六
六 9. 六

四 查

I

平
七
日
歿

1 ：

4

て
月
の‘

か
な

の
句

貧

1 1  
〇 文

3
帖

に
十

ス
石
句

収
録

1I
1

晉
0

X

、
八
五

を
収

1
に

辛
人、

±；
奇
記
入

し

に
聞
け
ば
さ
び
し
き
蛙
か
な

の
句
あ

11
に
十
六

五
四
句

1〇

I
雲

1I
1、
黙
翁

忌

II
にI
人、I
を
記

る 七  
。 十

11 
帖 よ  '— り 
に 祝  
八 歌  
十 あ  
一 り

天 議
〇 よ 
句 り  
を 詩% 2 
す ら  
る。 る。

小
松
舟
山
の

1
狂
に
奉
納
す

1
1
と
な

I
11
1
起
こ
す
こ
の
年
九
十X
六

句

1

昂
唇

に
七
十
五

き
句

1
こ
の
頃
玉
鵷
と
の
文
通
多
し

馨 蒼笱 六
留 地
帖 震
し あ
に り  
八  〇 
十 玉  
五 磚

四 で  
〇 知 
句 ら  
を せ  
留 る  
め 〇 
る

1

に

竿
X
句

1録

， 秋 
小  、 
“ 覚  
菓 弁

句 七  
載 回  
る 忌  
〇 に

^ 1  % % 
笋 参

に 冬

1 1  
、 会  

三 に  
ニ 句  
五 を  
句 出  
を す  
録  〇 
す 萩  。 生

の

毚
羅
社
の
奉
納
俳
額
の
判

忘
る<2

り
1

1

に
句
あ
り

麗
葛
1

に

%
人

四

1

%
句
集
=0
別
れ
霜

新

立

墨
を
起
こ
す

こ
の
年
六

八

〇
句
を
入
れ
る
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長谷部映門俳句

解けぬ
うち
茶に
も入らうそ
春
の
雪 

枝うちのととかぬ松のおぼろ月 

蓮翹やひと枝ひけは皆ゆれる 

人散てちる音きくや夜のはな 

月を待つ外に用なし夕さくら 

遣ひ湯も大儀や花の気草臥 
とし寄れは立居も鈍な華見かな 

水張た池静なりほととぎす 
ほ
と、
ぎす
ふた声
めにははや
遠し 

山間や昼ある月にかんこ鳥 
飛たとも居るともしれず閑古とり 

ひと重のかもろいてもなし芥子の華 

卯のはなやをどろか邪魔て手折られす 

水に瀬
の見えねどゆ
れる
太藺かな 

新茶とは思いかけなし京土産 

右
瓦
礫
の
み
御I

笑
猶
御
高
詠
ね
き
候

映門
 

草 

長
谷
部
菊
園
よ
り
姪
の
石
原
玉
獺
宛
て
手
紙 

夫
映
門
死
去
の
時

ー

蠢
め参

ら
せ
候
。

映
門
事|4

#の

節
は
、
御
悔
み
も
御
座
候
て
御
文
下
さ
れ
見
事
の豐

子
と 

も
御
贈
り
下
さ
れ
か
た
じ
け
な
く
存
じ参

ら
せ

隽
長々

の
病気

に
て候え
共
、 

震
の
事
ゆ
え
、
暖
に
も
相
成
候
え
ぱ
丈
夫
；
^
事
も
哉
と
御医

者
方
も
申
す 

事
に
て
、
余
寒
の
薄
ら
ぎ
を
繰
り
寄
せ
る

ょ
ぅ
に̂
:0

候処
、
急
に
右
の
通
り 

に
て
力
を
落
と
し
候
て
定
め
な
き
世
の
な
ら
い
と
は
諦
め
候
え
共
、
春毎

に
も 

て
は
や
し
候
庭
の
花
な
ど様
々
咲
き
出づ
る
に
も
、
ま
ず涙

の
み
先
立
ち
、悲 

し
く
存
じ参

ら
せ
候
。
御
察
し
下
さ
る
べ
く
候
。

中
陰
の
頃
に
も
見
事
の
御
菓
子毎
々

御
心
に
か
け
ら
れ
^
事
と浅

か
ら
ず 

か
た
じ
け
な
く
存
じ参

ら
せ
候
。
皆々
様

へ
山々

^

宜
し
く
^
え
申
し
下 

さ
る
可
く̂
^

先
ず
は
右
御礼

の
み
 

早々

か
し
こ

長
谷
部
お
ば
ょ
り

三
月廿
日 

石
原
お1

御
も
と
に

註
帕

11 

仲
右
衛
門
、
長
谷
部
氏

士
、
馬
廻
り
、
大
目
付
と
し
て
藩
財
政
を
再
興
。
弘
化
五
年 

(
一
八
四
八)没
、
六
十
七歳
。『

¢
¢
1

園
草
稿
』
な
ど
。

菊
圃 

映
門
の
妻̂
」
、
日
下
伯巌(松
山
藩
儒
者)
の
妹
。
文 

久
三
年(

1

八
六
三)没
、
七
十六歳
。
『別
れ
霜
』
な
ど
。
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釈
仏
海
師
五
十
年
祭
忌
法
要会

平
成
七
年
十
月
十
九
日
(

木
)

.

京
都
妙
心
寺
龍
泉
庵
(釈
仏

海
墓
所) 

(

主
催
者)
龍
泉
庵
御
住
職
升
田
宗
隆
師
(参

加
者
)
百
名
余

庵泉龍寺心妙墓海
仏釈

天国

の釈
仏

海
師様
、
愚
生
は
山
本
耕
一
路
、
私
か
ら
す
れ
ぱ
父
太
嶺
の
弟 

様
で
叔
父様

と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
よ
み
じ
に
入
ら
れ
て歳
月
は
早
く
今
日 

は
五
十
年
祭
忌
と
な
り
ま
し
た
。仏
海様
は

1

當
で清

貧
な当

時
を
堪
え
ら
れ 

ま
し
た
。
今
な
れ
ぱ
も
つ
と
生
き
ら
れ
たも
の
と̂

#

し
て
も¢
¢

<0

流
れ
は

釈
仏
海
師
五
十
年
祭
忌

法
要会
に参
加
し
て
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仕
—

あ
り
ま
せ
ん
が
、^
^

な
1

の
輝
き
は
感
動1

を
刺
す
思
い
で
す
。 

正
岡
子
規様
と
の
交
友
は
子
規会
長
の
和
田
茂
樹
一

^

か
ら
，
^
か
さ
れ
て
お 

り
、
私
も当
会
に
入会
し
て励

ん
で
お
り
ま
す
。
.当

時
海
南
霞
で
は
松
山
の 

篇
の

I

人
と
し
て挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
山

1

の
家1

は
昭
和
二
十
年 

の
松
山
煽
擊
に
よ
る壊

滅
を
避
け
て
大

5！

に
保
存
し
て
お
り
ま
す
。
ど
ぅ
ぞ
心 

や
す
ら
か
に鎮

座
さ
れ
ま
す
よ
ぅ
お
願
い
申
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、 

墓
石
の
案内

な
ど
の写
真

を
賜
り
ま
し
た
現
龍
泉
庵

厣
主
升
田
|！薩様

に
厚
く 

知礼
申
し-
^

ま
す
。記 

録

0

八
月
三
日
浮
愛
媛
霞
「学
甘

靥
」
に
よ
る
と
、
俳
句
！？！
^
「子
規
新 

報
」
が来

月
創
刊
さ
れ
、
俳
句
に関

す
る
「俳
都
か
ら
の
メ
ッ
セー
ジ
」
を 

全国

に発

信
す
る
の
が
主
目
的
で
あ
る
が
、
初
め
の

I

年
間
は
子
規
に関
す 

る
特画

を
取
り-4

^

る
！^

と
い
ぅ
。
！

は
小
西
昭
夫
氏
が
中
心
、 

愛
霞
出
身
の研

究
者
な
ど
が
加
わ
る
。

〇
八
買
喜
田
重
行
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び
八
篇
か
ら
成
る
論
集
『 

子
規
点
描
』
を発

刊
さ
れ
ま
し
た
。発

行
な
ら
び
に
印
刷
は
實

|

1̂

書
、
初 

版発

行
は
七
月
二
十
七
日
。

〇
九
月
二
十
日
付
震
新
聞学
#

操
に
連
載
の
「四
季録
」
に
、
子
規
博
副
館 

長
&

囊
氏
の
「私
の
子
規
忌
」
が
^

さ
れ
た
。

0
4
25
員
松
本
松
吉
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び
、
愚
陀仏
庵

 

一0
0

年

記
念
『漱
石.
子
規
の
交
友
詩
歌
』(付
道
後温

泉
の
詩
歌
、
伊
！̂

哲
の 

詩
歌)
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
七
年
八
月
二
十
七
日発

行
、発

行
所
吟 

道
明教

館総

本
部
、
制
作
人
の
森

9！̂
、

定価

一、
九
五0円
。

な釦
、
同
書
出
版
記
念
蹇
泵
、
同発

行
所
ニ
十
五
周
年
記
念
の
#？
い
に 

ぁ
わ
せ
て
、
十ー
月
五
日
にー
？7
な
わ
れ
た
。

〇

十

|

月
五
日(
日)
、
子
規
博
に
お
い
て
、
特
別
企画

展
「子
規
と写

生
文
」 

の
記#
一
演
と
し
て
、
和
田
克
司
氏
の
「現
代
文
章
語
の
原
型

 

子
規
と 

写

生
文
」
が
ぁ
っ
た
。

〇
日̂
!

書
セ
ン
ター
発

行
の
「作
家
の
農
」
シ
リー

ズ

(
全
二
十巻
)
の 

第
二
期
シ
リー

ズ
中
の
一巻

と
し
て
『正
學
規
』
が発

刊
さ
れ
た
(平
成 

七
年
十
二
月
六
日
、
愛
媛
新
聞

)

〇
前
記
喜
田
重
行
氏
の
『子
規

—

』
が
平
成
七—

の
1

—

社
「出
版 

文
化
賞
」を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

子
規
会

報

第
六十七号

季
刊
(

四、
七、
十
、
一
月
)

発

行
日I

平
成
八
年

':
月ナ九日 

発
行
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会 

松山市末広
町正宗寺内 

郵
—
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島
ニ
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八
六
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事
務
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男
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